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苦労性の猫カフェ店員ですが、訳あって御曹司と恋人設定でてぇてぇ配信することになりました。本当に溺愛されてます？









［著］朱音ゆうひ

［イラスト］しんいし智歩














　もくじ






１．琉璃殿

２．保護猫カフェ『ゆめねこ』

３．ビジネス彼女

４．紅雅の真実

５．カップル配信

６．無言のリアクション

７．「これ嫌い」から「大好き」の変化

８．作戦会議

９．映画館デート

10．アパート

11．黒猫と青年




















１．琉璃殿












「あの、チャーム。落としましたよ」

　すれ違った少年のバッグから、星をモチーフにしたチャームが落ちた。拾ってあげた橋土はしど藍衣あいは、「ありがとう」と受け取る彼を見て、目を丸くした。

　同じ年頃の少年は、綺麗だったからだ。

　蜂蜜を溶かしたような金髪に、瞳は晴れた空の色をしている。

　漫画やドラマに出てきそうな、キラキラとした存在感を放っている。着ている服は、お金持ちの子弟が通う高校の制服だ。住む世界が私と違う。

（カリスマって感じ。アイドルとかできそう。ああいう人、本当にいるんだなあ）

　藍衣は眩い存在と別れ、忍びやかに納骨堂を歩み進んだ。






　麗らかな春の午後。

　場所は、都営大江戸線『牛込柳町駅』から徒歩二分の幸國寺境内にある納骨堂『琉璃殿るりでん』。

　藍衣は、学校帰りに母親のお墓参りに来たところだった。

　ほんの一瞬、落とし物を拾っただけの関係。

　それなのに、背筋をぴんと伸ばし、堂々と胸を張って歩く少年の存在が、藍衣には眩まばゆく思えて、心の中で後を引いていた。たぶん、あの人は将来の目標を立派に抱いていて、それに向かってがんばっているんだろうな、それで内面から放たれる「やるぞー、がんばってるぞー」という輝きがあるんだろうな。それに比べて、自分はキラキラしていない、とも思った。

　まず、藍衣は、将来なりたいものがない。

　何者かにならないといけない気がするけど、「具体的に何になるの？」と問われると、イメージができないのだ。

　学校を卒業して、就職する――「そうしないと生きていけない」と思うけど、それ以上の将来の展望はない。






　例えば、「こんな職業に就いてこんな仕事をする」とか「恋愛して結婚して子供を産んで育てる」とか、そんなイメージが詳細に持てない。

　ただ「生きていかないとなあ」と思いながら、日々を過ごしている。






　頬にかかる黒髪を払い、片手で眼鏡を直して、藍衣は母に言葉をかけた。

「お母さん、私は元気にやってるよ。将来の人生設計とかは、相変わらずできてないけど……」

　チューリップの花をお供えして手を合わせると、有名な歌で「そこに私はいません」ってあったのを思い出す。たしか新井満って作家が作詞してクラシック歌手の秋川雅史が歌った『千の風になって』だったかな。

（お墓の前で手を合わせるのは、遺された側の慰めみたいな意味もあるんじゃないかな）

　悲しかったり寂しい気持ちになって……「私、可哀想」って気持ちよくなる。

　そんな儀式みたいなものが、この墓参りだ。藍衣は、そう考えた。






　藍衣の家は母子家庭だった。

　母親には家出した過去があり、頼れる親族が誰もいない。

　ワケアリなシングルマザーである母は、心身が病弱で、藍衣が小学生高学年になった頃には入院生活を送るようになっていた。

　生活保護、医療費助成、就学援助、ケースワーカーの訪問支援――藍衣は各種支援を受けながら、家賃の安いアパートに住み、小学校、中学校を卒業した。母親は、中学卒業の日に亡くなった。

　目を閉じると、生々しくその日の光景が脳裏によみがえる。

　つらい記憶だ。忘れたい気持ちがある一方で、絶対に忘れてはいけないとも思う。






　その日、病室の空気はいつもに増して重苦しかった。

　白で統一された寝具は「ここは清潔な場所ですよ」と主張していた。

　清潔さは大切なことだ。一方で、冷たく無機質な印象もある。

　藍衣は病室が苦痛だった――これから家族が息を引き取る場所となれば、なおさらだ。

　現実から逃げたくて仕方なかった。

　でも、最期の一秒まで、逃げてはいけないと理解していた。

（お母さんは、もう死んじゃうんだ。最期に立ち会うって、大事なことなんだ。手を握って、ちゃんとお別れするんだ。本当に、もう終わりなんだよ。さよならなんだ。看取らなければ）






　ベッドに横たわる母の手は、あまりにも細く、骨ばっていた。触れると藍衣の焦燥感が掻き立てられた。

　肌は冷たくて、暖められない。元気にならないとわかっている。だから、つらい。






「お母さん……」

「藍衣……ごめんね……たくさん、苦労させたね。お母さん、何も……してあげられなかった……」

　弱々しい声だった。

　聞こえる呼吸も声も、見える姿も、全てが痛々しい。

　藍衣は首を振った。

「もう堪えられない」と思った。

　涙が溢れて、「いやだ」と叫び散らしたくなった。苦しくて、悲しくて、しんどかった。

「そんなこと……ないよ。お母さん、ずっと私のこと……愛してくれた。私……お母さんが、大好きだよ」

　母が目を閉じた。ああ。

「お母さん……逝かないで……お願い……」

　私を、ひとりにしないで。

　泣きじゃくって願っても、どうしようもない現実というものは、ある。母は、そのまま息を引き取った。現実は無慈悲だった。

「っ、――うわあぁぁん……っ」






　ヤングケアラー。

　大人は、藍衣をそう呼んでいた。

　シングルマザーの母親が倒れて、働いたり介護をしたりしていたからだ。

　けれどこの日、藍衣はケアする家族を失って、今はひとりぼっちだった。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　世界は静かで、ひんやりとしていた。

　空気が乾いていて、花の香りが安らかな気持ちにさせてくれる。

　思い出を胸に仕舞いこみ、母の墓に向かって、藍衣は語り掛けた。

「お母さん。私ね、十六歳になったよ。誕生日ケーキも食べたよ。ローソンの、見た目の可愛いやつ。新発売でね……美味しかったよ」

　毎秒、世界のどこかで誰かが死んでいる。そして、誰かが生まれている。

　藍衣が思うに、人間は虫や道端の雑草と変わらない。

　絶望して悲しんでいても、時間はどんどん明日、明日に進んでいって、翌週、翌月を繰り返しながら季節は巡る。それは、ただの現象だ。

（生まれたり死んだりすることを、人間はすごいことみたいに騒ぎすぎなんだ。たいしたことないよ。……たいしたこと、ないもん）

　誕生日を迎えても、祝ってくれる家族はもういない。

　よく話す相手はケアワーカーさんや市役所の人、中学校の担任の先生、病院の看護師さん、担当医の先生で、同じ年頃の友達はいなかった。

　話が合わないし、気を使って距離を置かれて、疎遠になるばかりだった。

（寂しいとか、悲しいとか、そういう感情のない自分になれればいいのに）

　藍衣は笑顔を作った。

「よし。そろそろ、アルバイトに行くね。またね、お母さん」

　頭上では、灰色の雲の隙間から眩しい光の筋が漏れている。

　なんだか、神聖さを感じさせる空模様だ。でも、やっぱり神様なんていない。

　いないから、地上は「生きにくいなあ」「しんどいなあ」ってストレスを抱える人でいっぱいだ。「生まれたことが罰ゲーム」と言っちゃう人までいるぐらいだ。

　藍衣も、実はちょっとだけ「私の人生、罰ゲームみたい」と考えたことがある。

　お母さんに悪いから、口に出したことはないけれど。






　人は、みんな死ぬ。そのへんを歩いたり日常を過ごしてる人は、死ぬまでの自由時間を好き勝手消費して生きている。

　悲しんでも、楽しんでも、なにもしなくても、なにかをしても、人は一定の時間が経過すると、儚くなる。

「一定の期間」が過ぎたら、あの母のように、辛いことや悲しいことからも解放されるのだ。

　つまり、人は、死ぬために生きている？　……考え出すと、哲学博士になっちゃいそう。

　ああ、将来は哲学者にでもなろうかな？

「私、哲学者の素質があるかも。でも、哲学者ってどんな仕事をして生計立ててるの？　……イメージ湧かないわぁ」

　藍衣は、一歩、一歩を確かめるように、大股で歩き出した。目的地は、アルバイト先の保護猫カフェ『ゆめねこ』だ。

　歩を進める藍衣の背中では、長い尻尾みたいに、一本の黒い三つ編みが揺れている。

「切るのが面倒で伸ばしている」なんて、高校生女子にしては色気がなさすぎると自分でも思う長い髪だけど、自分で切るのは大変だし、お店に行ってカットしてもらうとお金と時間がかかるんだもの。お金って、稼ぐのは大変だけど、消費する用事は無限に発生する。節約できるものは節約したいと思う。

　歩いていると、雨が降り始めた。

　しとしととした色気のある降り方だ。天気予報で知らされていたから、道行く人がカラフルな傘が広げていく。藍衣も傘を差し、群れ咲く傘の色彩に青空の色を添えた。

















２．保護猫カフェ『ゆめねこ』












　保護猫カフェ『ゆめねこ』は、猫好きの店長さんが「捨て猫や、飼い主に事情があって飼えなくなった猫を引き取って世話をする」「猫好きの人に立ち寄ってもらって、楽しい時間を過ごしてもらう」というコンセプトで生まれた店だ。

　クリーム色の外装で、こぢんまりとしていて、他の建物に埋もれがち。でも、そこがいい。素朴で可愛い感じのお店だ。

　風が吹いていたので少しだけ雨に濡れてしまった藍衣は、制服のスカートの端をつまみつつスタッフルームに直行した。そして、店長の不在を知った。

　スタッフルームの壁にあるホワイトボードに書き置きがあって、「妻の病院に付き添います」だって。

　店長の奥さんは、妊婦さんだ。

　藍衣は「お腹の子供が元気に育って生まれてくるといいな」と思っている。

　交代の時間にはまだ早いが、藍衣はスタッフ用の制服に着替えて、先に業務についている先輩スタッフに挨拶をした。

「土橋先輩。ワンオペお疲れ様です……」

「はあ。どうも……ふう……」

　面倒そうな挨拶が返ってくる。

　大柄な先輩スタッフの土橋どばし黄行ひろゆき先輩は、いつもこうだ。不機嫌で、愛想がなくて、態度が悪い。

　土橋先輩は大学生なのだが、藍衣が礼儀正しく対しても「チッ」とか「はあ」とか、舌打ちや溜息で返してくる。

　誰に対してもそうだ。生活にくたびれていたり、ストレスを抱えているのだろう。生きるのって大変だもん。しんどい、怠い、イライラするってなるよね。

　そんな風に相手の心情を理解できても、藍衣は土橋先輩が苦手だった。

（反面教師だと思おう。不機嫌にされると相手は嫌な気分になるんだぞー！　不機嫌ハラスメント、フキハラって言うんだよ、こういうの。土橋先輩め～！）

「にゃーん」

　ストレスを即座に軽減してくれるのが、猫たちの存在だった。

　子猫の面倒を見ながら「おっ、今日も来たのか」と視線を向けてくるのが、パパ猫の『しんちゃん』。猫たちが日々生活する空間を悠々とパトロールしている『しまのん』。その後ろでおずおずと人見知りオーラを出して周囲を警戒しているのが、しまのんの仲良しの長毛猫『うめこ』だ。

　柔らかな陽射しが差し込む猫カフェの窓際には、小さな白い毛玉のような猫が丸まっている。藍衣が一生懸命ブラッシングした極上の毛並みだ。

　その隣でピンク色の肉球を見せながら、ごろんっと転がる子猫が『ちくくん』。ひょこりと起き上がる子猫は、いつもちくくんとつるんでいる『ふもっふくん』だ。

「みゃー」

「ふにゃっ」

　お尻を突き上げるようにしてのんびりと伸びをしながら、猫語でおしゃべりしている。姿は可愛らしいが、数秒後にはどちらからともなく猫パンチを繰り出し、取っ組み合いの喧嘩が始まる。パパ猫は止めに入ったりはせず、「元気があってええな」というように寝そべって観戦の姿勢だ。

「フーッ！」

「シャーッ！」

　喧嘩する二匹の近くには、マイペースな猫もいる。

　毛玉のおもちゃを転がしたり噛んでみたりして「この毛玉は一体、何者なんだ？　解明してやるぞ」と研究者みたいな目付きをしている茶トラの猫は、『サイシちゃん』だ。

　棚の上では、縞模様のお母さん猫が大きな琥珀色の瞳で子供を見守っている。藍衣に気付くと、「あら、人間のお嬢さん。今日も来たのね」というように首をかしげる。

　近づいて手を伸ばすと、「はい、ご挨拶ね」という風に鼻を近づけて、ちょこんと軽くタッチしてくれる。「アタクシの子がいる空間で過ごすことを許してあげますよ」と許可してもらったような気分だ。今日も頑張ろう。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　猫カフェのスタッフ業務は、接客に料理、お掃除に猫のお世話……と多岐に渡る。お客様がたくさん来ると、大忙しだ。

　ただし、この保護猫カフェ『ゆめねこ』は、「あまりお客様が来ない」という問題を抱えていた。

　新しいお店で認知度が低く、都市部の派手な店の中に埋没しているせいだと思われる。

　猫好き店長は人がよくて猫への愛情も深いが恥ずかしがり屋で、宣伝活動には消極的だ。

（何も手を打たないでいると、数年後には潰れてしまうんじゃないかな？）

　藍衣はお店の将来が心配で、動画や写真を撮ってネットで公開して猫好きに宣伝する方法を提案したり、自分がお休みの日にお客さんとして猫カフェを利用し、バイト代を少し還元していた。

　もっとも店長は、宣伝の提案に「いいね」と相槌を打ちながらも、今のところ実行はしてくれていない……。

（このお店が潰れたら、猫たちはどうなってしまうのだろう）

　走り回っている茶色の縞模様の猫は、『おとのさま』。やんちゃで、ちょっと偉そうなお坊ちゃんタイプ。

　毛づくろいしている白い長毛種の猫は、『キヨラカさん』。お上品で、慎み深い。お嬢様ーって感じ。

　いつもキャットタワーのてっぺんから見下ろしている黒猫は、『ルーナ』。あまり人に慣れていない、孤高の猫だ。

　足元に寄って来て、すりすりと身体を擦る三毛猫は、『みけさん』。人懐こい。

「にゃーっ」

「みゃあ！」

　猫と同じ空間にいると、それだけで癒される。

『いつも不機嫌な土橋先輩』という苦手要素はあるものの、保護猫カフェ『ゆめねこ』は居心地がいい。

　藍衣の大好きな場所なのだ。

（ルーナはぜんっぜん懐いてくれないけどね）

　黒猫のルーナは、保護されてからずっと人に懐かなくて、いつも高いところにいる。

　保護猫は過去に人間にひどい扱いを受けた猫も多いので、仕方ない。

　それより、土橋先輩が気になる。

（ところで、土橋先輩は……今日はまた、どうしちゃったんだろう。すっごい荒れている）

「はあ、やってらんねー。かったる。ひっく」

　カシュッ、という音がする。

　なんだろうと思って視線を向けた藍衣は、目を見開いた。

（えっ、先輩。お、お酒飲んでる～！）

　土橋先輩は、缶チューハイを手にしていた。勤務時間中なのに！

　彼の態度が悪いのは日常茶飯事だが、飲酒を目撃するのは初めてだった。

　藍衣がびっくりしていると、土橋先輩は「あぁあん？」と眉間に皺を寄せて絡んできた。

　顔が熟れたトマトみたいに赤らんでいて、目が据わっている。

　ちょっとしか飲んでいないのに、すでに酔っている――この先輩、お酒に弱いんだ。そのくせ、飲んで酔っ払っちゃった！

「何見てんだよ。ふん、橋土。お前も飲めぇ」

（うわあ、アルコール臭い）

　元から態度が悪い土橋先輩は、酩酊して厄介な酔っ払いマンへとパワーアップしてしまった。

「土橋先輩、無理です。全力で遠慮します。私、高校生ですよ」

「はぁ？　飲みたいから見てたんじゃねえのか。いい子ちゃんぶりやがって。だいたい、苗字からして真似してきて、なんなんだよ。え？」

「苗字は真似とかじゃないですよ～！」

　土橋先輩は、「土橋と橋土が逆から読んだら同じだから、なんか気持ち悪い。生理的に嫌だ」などという感想をよく口にする。

　全くもって理不尽な言いがかりだ。

　苗字なんて、藍衣の意思なんて全く関係ない。

　逆から読んだら同じというのも、こじつけでしかない。






「橋土はやっぱ眼鏡だし、学校でもあれだろ。風紀委員とかやってんだろ」

「なんですかその偏見。世の中に眼鏡をかけてる人がどれだけいると思ってるんですか？　全員が風紀委員ですか？　別に風紀委員、悪いことでもなんでもないけど。どっちかと言ったら立派だけど」

「立派なのがむかつく」

「うわ、理不尽ー！」

（もう、ありえないんだけど！　店長～！　早く帰って来て～！）

　藍衣が内心で店長にヘルプを出していると、店長の代わりに助けてくれる人がいた。

　よく通る少年の声――声優みたいに存在感があって、聞き惚れてしまう美声だ。

「おい、俺は今、配信用の動画を撮ってるんだが、店員はさっきから何をしてるんだ？」

（あっ。お客様だ？　は、配信用の動画っ？　……あれ？　というか、この人……琉璃殿で会った人だ！）

　藍衣は目を見開いた。

　なんと、お客様は琉璃殿で会った美少年だったのだ。
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「俺は吉祥院きっしょういんグループの総帥の息子、吉祥院紅雅こうがだ。ＳＰもついているから、そこの飲酒店員が暴れても取り押さえられるし、警察を呼ぶぞ。わかったら飲酒をやめて接客しろよな」

「えっ」

　場所が違っても、その存在感や美貌は変わらない。そして、天然ものらしき金髪と空色の瞳なのだが、話しているのは流暢な日本語だ。自己紹介してくれた名前も、日本人っぽい。ハーフなのかな？

　藍衣は慌てて営業スマイルを浮かべた。

　スマイルはゼロ円とよく言われるが、接客するときの制服みたいなものだと藍衣は考えている。

　だって、むすっとしている店員のお店なんて、いやすぎる……土橋先輩は反面教師として、いい仕事をしてくれていた。

「お、お、お客様！　失礼しまし……」

　失礼しました、いらっしゃいませ、と挨拶しようとすると、紅雅は言葉を遮った。

「なあ、飲酒店員。女子店員に謝らせるなよ。俺はお前に問題があるって声かけしたんだからさ。だいたい、その女子店員は未成年の高校生だろ。やばくないか？　バイト中に酔っぱらってて、女子高生に酒を強要するって、炎上しそうだよな。捕まったりもしそうな……。今撮った動画、投稿したらどうなるだろうな？」

　土橋先輩は、酔った頭ながらも「まずい」と判断できたようで、「げっ」と言って青ざめた。

　アルバイトがやらかす「こんなこと、ありえない！」な非常識な振る舞いは、たまにＳＮＳで問題になっている。アルバイト中の飲酒に加えて未成年への飲酒強要パワハラは、明らかに炎上案件だった。

「顔もばっちり映ってる。どうする、飲酒店員。社会的に死ぬが？」

「お客様――申し訳ありませんっ！」

　土橋先輩は、酔いも吹っ飛んだ様子で頭を下げた。

　正直、藍衣にとっては「まずい」と思いつつも「うわー、助かった！」な案件だ。

　だって、二人きりだったら藍衣は無理やり酒を飲まされていたかもしれないし、もっと怖いことになってしまったかもしれない。お酒は飲んだことがないが、強引に飲まされて急性アルコール中毒で運ばれた事件が話題になったりもするし、酩酊すると素面の頭ではやらかさないことをやってしまったりするという。

　いまここに他人がいるのが頼もしい。それも、「お前のやってること、だめだろ」と注意してくれて、証拠までゲットしているとなれば、最高だ。

　ありがたい、と頭を下げたとき、タイミングよく店長が帰ってきた。

　三十代前半の店長は、丸っこい体型で、見るからに人がよさそうな顔つきをしている。この人はいい人なんだろうなー、と思えるオーラを持っている人だ。

　そんな店長は、少年を知っていた様子で声を上げた。

「こ、これは吉祥院のお坊ちゃま……！　橋土さん、土橋君。この方は、吉祥院グループの御曹司様だよ。猫好きで、高校生ながらこの店への資金支援をご提案くださったんだ。スポンサー様だよ」

　なんと、美少年はお金持ちの御曹司で、お店のスポンサー様になってくれるらしい。

　吉祥院グループは、自動車、電子機器、金融、エネルギーなど幅広い業界でトップシェアを誇る総合企業。世界五十カ国以上に展開する巨大な財閥だ。時価総額は数十兆円に達し、次世代技術や宇宙開発など最先端分野にも投資し続けている。総帥は政財界と強い繋がりを持ち、日本と世界に強力な影響力を持つ存在として知られている。

　そんなグループの御曹司が助けてくれるとは――これ、現実？

　私が白昼夢に見ている都合のいい空想とかじゃない？

『吉祥院の御曹司』を見ると、缶チューハイに猫パンチをしようとしている茶色の縞模様の猫、『おとのさま』に真面目な顔で言い聞かせている。

「それは証拠品だ、猫。遊んではいけない」

「猫に言っても、わからないと思います、御曹司様？」

　思わずツッコミをしてしまったが、御曹司は気を悪くする様子もなく「そうか。確かにそうだな」と頷いた。

「俺のことは紅雅と呼べ。敬称はいらない。呼び捨て、タメ口でいい」

　空色の瞳は、いまいち何を考えているのかわからない。ただ、宝石のアクアマリンみたいに煌めいていて、美しかった。

「俺の父親が企業グループの総帥なので、経営を勉強している。支援活動しつつ、社会勉強させてもらいたい。あと、暇つぶしに配信活動もしてるんだ。猫は可愛いし、ユーチューブあたりに配信すれば視聴者も喜ぶ。保護活動は立派な行為だとも思うし、応援したい……趣味の推し活みたいなものだ」

　喋っている内容は真面目で優しい。まともに思える。いい人なのかもしれない。

「今日は保護猫カフェの下見ついでに視聴者に『こんな店があるぞ、猫が可愛い』と紹介してみようと考えていた。スタッフが協力的だと嬉しいが……」






　店長は、紅雅の話を聞きながら藍衣に目配せをした。

「土橋君は揉めちゃったし、橋土さんにお願いしたいな～！」というのだ。目が雄弁で、気持ちがバッチリ伝わった。

　……やりましょう。

「はいっ。スポンサー様、初めまして。さきほどは失礼しました。あと、ありがとうございました。私は、橋土藍衣です。全力で協力します！」

　元気いっぱいに言うと、紅雅は眩しそうに眼を眇めて、ふいっと横を向いた。

（なぜ。私、どこか問題ありですか？　眼鏡が照明を反射して眩しかったとか？）

　眼鏡を外すと、紅雅は藍衣に視線を戻してくれた。

「……いい名前だな。俺、実は藍色が好きなんだ」

「は、はあ」

「眼鏡、どうかしたのか？」

「いえ。眼鏡がおいやだったかなって思いまして」

「なんだそれは。俺は眼鏡が好きだ」

「あっ、さようでしたか～」

　なんだか、変な流れになっている。

　とりあえず眼鏡は好きらしい。

「そういえば、さっきの件……先輩もお疲れだったと言いますか、魔が差すことって誰にでもあると思うわけでして……」

　そーっと言ってみると、紅雅は眉をあげた。

「被害者がそう言うなら、大事おおごとにはしない。……藍衣は、優しいんだな」

　紅雅は柔らかな笑顔へと表情を変えた。

「藍衣。それでは、これから動画を撮るので付き合ってくれ。店長と土橋は、画面外でいいぞ。あと、俺のことは紅雅と呼べって」

「はい、紅雅様」

「様はいらない」

「じゃあ、紅雅君」

「……まあ、それでいいか」

　偉そうな物言いだけど、耳たぶが赤くて、照れているように見えたりもする。

　ギャップを感じつつ、藍衣は撮影に協力することにした。

















３．ビジネス彼女












　紅雅は、ノートパソコンとウェブカメラを持ち込んでいた。それを、手際よく準備していく。

「俺は普段から動画の投稿や生配信をしているんだ。チャンネル名は『御曹司の暇つぶし』――チャンネル登録しなくてもいいし、動画も観なくていい。というか、むしろ、見ないでほしいが……」

「御曹司の暇つぶし、ですか。なるほど、なるほど」

「配信は不定期だが、『継続は力なり』というし、一週間に一度はするようにしている。顔を出して勉強配信したり、流行りものについてコメントしたり、友達とダラダラ何かやったり……ゆるいノリだな」

　猫カフェのテーブルに置かれたノートパソコンで見せてもらった紅雅のユーチューブチャンネルは、登録者が五百人以上いた。収益化もできている。

　有名な配信者と比べると少なく思えてしまうが、高校生で三桁も登録者がいるのは、普通にすごい。

「あまり詳しく見ないでほしい。恥ずかしい」

「あ、はいっ」

　意外と恥ずかしがり屋さん……？　でも、配信って「俺を見てくれ！」ってノリでやるものなのでは？

　藍衣は自分が勝手に思い描いたイメージと現実の少年のギャップに首をかしげた。

「顔出し配信なさってるんですよね？　なんか、意外。顔を出して配信している人って、『チャンネル登録お願いします』とか『観てください！』ってめちゃめちゃ言いそうなのに」

「俺は意外さをウリにしてるんだ」

「ええ……？」

　それにしても、顔がいい。

　美少年の紅雅と並ぶことを考えると、藍衣は自分の容姿が気になった。

「あのう、ちょっと身だしなみを整えてきていいですか。全力で準備します！」

　藍衣の高校はメイク禁止だ。

　その影響と藍衣の節約精神が融合した結果、学校帰りにアルバイトに来て、三時間くらい働いて帰宅する藍衣のメイクは、日焼け止め効果のあるファンデーションとリップのみ。爪も素のままだ。

　土橋先輩には「女子高生ってもっとギャル味があると思ってた。お前、全体的に地味だな」と言われたことがある……。

　なので、劇的な変身はできないのだけれど――藍衣が容姿を気にしていると、紅雅は眉を寄せた。

「そりゃもちろんいいけど、顔出しを気にしてるなら、大丈夫だぞ。生配信じゃないし、藍衣の顔は編集で完璧にモザイクをかけてやるぞ」

「えっ。モザイクもなんかアレですし、顔出していいですよ。編集も大変そうですし」

　藍衣はスマホでしか動画を撮ったことがない。スマホには動画編集アプリもあって、人の顔や背景に自動でモザイクを入れてくれるものもある。ちょっと触ってみたことがあるが、アプリで簡単操作といっても手間は手間だと思う。

　それに、モザイクって、結構見た目があやしいというか、ダサくなる気も……。

　なので「顔出しオーケー」と言ったのだが、紅雅は渋い顔をした。

「そんなに軽はずみに顔を出すな。もっと出し惜しめ。顔が減る」

「顔が減るってなに？」

（もしかして私の顔面が紅雅君と比べて残念とか、配信に出せないレベルとか、そういう……？）

「おい。変な誤解をしてないか。俺はただ、顔出しはストーカー被害に遭ったり嫌がらせされやすいからリスクがあるって思っただけだぞ。そのへんを歩いてるときでもめちゃくちゃ人目を意識するんだ。想像してみろ、しんどいだろ」

「あ、そうですね……紅雅君とか、御曹司で美少年だから、誘拐とか心配ですよね」

「まあ、俺のチャンネルはそんなに認知度が高くなくて、ファンの民度もいい。安全だけどな」

　紅雅は安心させるように説明した。

「普段見に来るのは俺のリアルの知り合いや半分保護者みたいな限定メンバーが多い。コミュニティで交流しているのを見た感じ、みんな倫理観もしっかりしている。良質のファンたちだ」

　ファンのクオリティを誇り、紅雅は動画のコンセプトも教えてくれた。

「御曹司、保護猫カフェに初めて行ってみた……というタイトルにする」

「猫カフェ、初めてなんですか？」

「いや、別に初めてじゃない。ただ、何事も『初めて』というと視聴者は喜ぶ」

「あ、さ、さようですか……」

　御曹司は、嘘つきだ。

（視聴者の皆さん、騙されてますよー！）

　藍衣は心の中で視聴者に密告した。






　数分後、店長が入れてくれたホットミルクの香りが漂う店内で、撮影が始まった。

「紅雅です、こんにちはー」

　紅雅は友達に話しかけるような気さくさでカメラに挨拶した。

「今日は彼女と保護猫カフェに来ているんだ。紹介する。俺の彼女。俺の」

　紹介されて、藍衣は目を点にした。

（今なんて？）

「俺の彼女。名前は藍衣。付き合ってまだ三日だ。可愛いだろ」

（彼女設定？　調子を合わせたほうがいい？）

　藍衣は脳を高速で回転させ、調子を合わせてみた。

「えっと、彼女です。今日は配信にお邪魔してまーす」

「！」

　藍衣が彼女宣言すると、紅雅はびっくりした様子で顔を見てくる。

（あ、あなたが「彼女」って言ったんでしょ？　そんなにびっくりしなくてもいいじゃない）

　笑顔を貼り付けつつ内心で困惑していると、紅雅は「ごほん！」と咳払いした。

「そんなわけで、えー、猫がいっぱいいる。ここ、実は彼女のバイト先なんだ。あっ、特定してもいいけど迷惑はかけるなよ。問題起こす奴が出たら、俺は積極的に裁判するからな」

　物騒なことを言ってる。

　お店が特定されたら、アルバイトをしてる藍衣はすぐに「このアルバイトの子、動画に出ていた藍衣だよね」と特定されるのでは？

　顔出しするのとそう変わらないと思うけど。

　やっぱり、編集で顔を隠さなくてもいいんじゃないかな？

　藍衣は内心で首をかしげつつ、猫カフェを「彼氏」に案内した。

「保護猫カフェは、行き場を失った猫たちが新しい家族と出会うための場所です」

　手作りのチラシを両手で広げて、カメラに向ける。放送事故にならないように頑張らないと、と思いながら、言葉を選んだ。

「私たちは、保護団体や地域のボランティアさんと協力して、猫たちを保護し、健康チェックやケアを行っています。カフェでは、皆さんに猫たちとふれあっていただけます」

　ちょうどいいタイミングでパトロール中の『しまのん』が「にゃっ」とカメラを覗き込んだ。ふんふんとカメラの匂いを嗅いで、後ろから付いてきた『うめこ』を振り返る。その姿は、「安全だよ」と教えているように見えた。

　猫のドアップが撮れたのは、猫カフェの動画としてすごく良い。藍衣は二匹に感謝しながら言葉を続けた。






「気に入った子がいたら、家族に迎えることもできます。カフェの売上は猫たちの医療費や食事代に使われているので、遊びに来るだけでも、保護活動の支援につながりますよ！」

　さて、次はカフェメニューの宣伝もしようか。藍衣はメニュー表を手に取った。こちらも手作りだ。

「カフェメニューは、パンケーキに、サンドイッチ、たこ焼き、フライドポテト……ドリンクは紅茶にコーヒー、炭酸ジュースもあります」

「このコーラは絶品だな」

「コーラに絶品とかあります？」

　紅雅はポンポンとリアクションをくれる。さすが配信者。一緒にいると、自然と相槌の言葉が出てくる。

「タメ口でしゃべってくれと言ったのに、藍衣はこんな距離感なんだ。まあ、付き合って三日だからな」

「実は初日です」

「おい、ばらすなよ！」

「ふふっ」

　いけない。なんだか楽しくなっちゃって、笑ってしまう。

　撮影って面白い。楽しそうにしていると、猫たちも「人間たち、なにしてるんだろう」って好奇心旺盛に寄ってきたりする。生配信ではないので想像になるけど、猫が映ると視聴者も喜ぶだろう。

　藍衣は猫用のおやつを紅雅に渡した。棒キャンディみたいなおやつは、見た目も可愛い。

「今から紅雅君がネコちゃんにおやつをあげます……」

「これ、俺のおやつじゃないんだ？　俺には？」

「紅雅君用は店長がチュッパチャップスをくれると思います」

　店長はチュッパチャップスコレクターだ。エプロンのポケットにいつもチュッパチャップスが入っていて、お客様やスタッフに「どうぞ」と渡してくれる。

　そんなエピソードを動画向けに話すと、紅雅は「面白い店長だな」と笑ってくれた。

「名物店長になれると思います」

　撮影を見守っている店長に視線を移すと、照れた様子でポケットからチュッパチャップスを二本、出していた。

　コーラ味とプリン味だ。

「どうぞ、二人とも」

「店長、ありがとうございます！」

「猫におやつあげながら俺たちもおやつタイムだな」

　チュッパチャップスをくわえた紅雅はキャットタワーの頂点にいる黒猫のルーナに向かって猫用おやつを掲げ、「シャー！」と威嚇された。いけない、放送事故になっちゃう。

「紅雅君。その子はあんまり人に慣れてないの」

「そうか。ちょっかい出して悪かったな」

　お金持ちの御曹司に対して藍衣は個人的に「偉そうで、プライドが高くて、人の意見にうるせえって反発したりする」というイメージを持っていた。でも、紅雅は素直で、「これはこうだよ」と教えると嫌がることなく「わかった」と言ってくれるので、素直ないい御曹司だ。






　やがて、撮影は終わった。

「では、今日はここまで。みんな、またな」

　撮り直しもなく、スムーズだった。この動画は編集が終わりしだい、今夜、もしくは明日ユーチューブに投稿されるらしい。

（わ～、気になるなぁ！）

　店長が入れてくれたホットミルクのマグを両手で包み込んですすっていると、紅雅が思いついたように提案してきた。

「そうだ、藍衣。報酬を渡すが、ひとつ約束してくれないか」

「なんでしょうか、紅雅君？」

「最初にも話したが、動画チャンネルは見ないでほしいんだ」

　……恥ずかしいのかな？

　藍衣は微笑ましく思い、「いいですよ」と頷いた。本当は見たかったけど。どうしても、というほどでもない。

「よし、誓約書を交わそう」

「え、念入りですね。怖っ」

「怖くはないぞ。念のためだ」






『誓約書


橋土藍衣は、吉祥院紅雅の動画チャンネルを閲覧しません。

――橋土藍衣』








　誓約書にサインをすると、その場でコピーを印刷して渡してくれる。御曹司は、きっちりしている人のようだった。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　三日後。

　保護猫カフェ『ゆめねこ』でアルバイトをしていると、紅雅が再びやってきた。

「動画は好評だった。お前の彼女設定はウケてた」

「おおっ。よかったです！」

　紅雅は「本当に」と頷いて、アマゾンギフトカードをくれた。

「ささやかだが、出演料だ」

「え、いいんですか？　わあっ……！　助かりますよ！」

　アマゾンには、食料品も服もある。コスメもあるし、海外ドラマや映画、アニメも観られる。ギフトカードをもらって困ることはない。藍衣はギフトカードを両手で受け取り、ニコニコした。

「変に遠慮することなく、素直に喜ぶのが可愛いな」

　紅雅は機嫌よく目を細めて、笑った。爽やかな笑顔だ。

「俺の動画チャンネルは収益化しているし、今回の猫カフェ動画で『彼女代』とか『彼女にどうぞ』ってコメント付きで投げ銭ももらったから」

「へえー！　視聴者さんにお礼をお伝えください！」

「うん、うん。俺が伝えておく。まあ、猫カフェ店員としての業務の一部みたいなもんだったし、ボーナスだと思っとけ」

「ありがとうございます！」

　アマゾンギフトカードをありがたくいただき、さっそくアカウントに登録していると、紅雅はぺらっとした紙を出してきた。

　紙は、二枚。

　一枚目には店長のサインがある。

「この猫カフェの継続利用について許可をもらった契約書だ」

「わぁ……、ここ、定期的に撮影場所になるんですね！」

　これは、店長に「ネットで、写真や動画とかで宣伝してみたらどうかな～って思うんです」と藍衣が提案してきた内容に近い。

　カフェの宣伝が、継続して行われる。お客さんが増えるかも！

　藍衣は明るい未来を思い描いて希望を持った。

「キヨラカさん、お客さんがこれから増えるかもしれないよー。がんばろうねえ」

「にゃーん」と可愛い鳴き声をあげて近寄ってくる白い長毛種の『キヨラカさん』を抱き上げて撫でていると、紅雅は二枚目を見るようにと促した。どれどれ？

「藍衣には、ビジネス彼女としての出演も頼みたい」

「ビジネス彼女？」

　驚いたことに、紙には本当に「ビジネス彼女」という文字が書いてある。

　読んでみたところ、「紅雅の彼女という設定で動画に出演する仕事」らしい。

　報酬は、とてもよかった。

　藍衣の脳裏に、「お金に余裕があったらこれが欲しい、あれも買いたい」と考えていた脳内欲しいものリストが展開する。

　一人暮らしの藍衣は、どうしても生活不安があって「お金、貯めなきゃ」となりがち。贅沢品を我慢しがちだ。

　でも、アルバイトのお金に加えて、ビジネス彼女のお金がもらえるとなったら？

　……欲しいもの、買っても平気かも！






「やります！　私、彼女します！」






　元気いっぱいに同意すると、紅雅は手を口にあて、ふいっと顔を背けた。

（食いつきがよすぎて、「こいつ金にがめついな」とか思われたかな？）

　藍衣は顔を林檎のように赤らめたが、紅雅も顔が赤いように見える。

　逸らしていた視線が藍衣を見てくるが、そこには今まで藍衣が出会ったことがないような、不思議な熱っぽさが宿っているように思われた。

　見ていると、心地よく惹きこまれるような――そんな、引力みたいなものが、紅雅にはある。

　藍衣はしみじみとそう思った。

「じゃあ、……お前は、俺の彼女だな」

「……はい！」

（いけない。見惚れちゃってた。イケメンってすごいなあ）






　契約書にいそいそとサインをして、契約、成立！

　次の動画撮影の打ち合わせをして、その日は解散となった。






『高校生で猫カフェ店員の藍衣』から、『高校生で猫カフェ店員で紅雅君のビジネス彼女の藍衣』へと肩書きが増えたことを意識すると、なんだか新しい自分が始まるみたいで、藍衣はわくわくした。

















４．紅雅の真実












　夜空には分厚い雲が集まり、星を隠してしまっている。

　保護猫カフェ『ゆめねこ』から自宅へ戻り、自分の部屋に入って鍵をかけた紅雅は、荷物を置いて窓に寄った。

　吉祥院家の庭では、父親の趣味である夜桜が下からライトアップされ、艶やかな紅色を見せている。

　幼い頃は「お化けが出そうだよ～！」と怯えて泣いたものだが、最近では「ああ、色気があるな」なんて思えるようになっている。成長したのだ。もうお化けより色気である。……たまに「怖っ」と思う瞬間もあるけど。

　さて、紅雅の部屋は広い。一人っ子で、大企業グループ総帥の父親に溺愛されているからだ。

　カーテンを閉めてからコネクティングルームのベッドに寝転がると、ベッドの枕元には、見た目が柴犬のぬいぐるみみたいなコミュニケーションロボットの「ワンコ」がいる。

　紅雅は、スイス人の母親と日本人の父親との間に生まれたハーフだ。

　ロボット工学者だった母親は紅雅が五歳のときに事故死した。ワンコは母親が設計したロボットで、形見のようなものだった。

「ワンコ！　俺、藍衣と話したんだ」

「マスター、おめでとうございます」

　ワンコは、紅雅をマスターと呼ぶ。

　その機械音声は滑らかで、感情の抑揚には乏しい。自分の話をせず、聞き役に徹してくれるので、誰かに話を聞いてほしい紅雅の話し相手としては、十分だ。

「あの子、『私、彼女します』って言ったんだ。ふふっ……録音しとけばよかったな。ワンコに聞かせてやりたかった。可愛かった。俺の名前も呼んでくれた。紅雅君って」

「マスターが嬉しそうで、ワンコも嬉しいです」

　今日は最高の気分だ！

　紅雅は両手両足をばたばたと暴れさせ、笑い声をたてた。

「藍衣。わかってないだろうが、俺はお前が好きなんだ！　ビジネスなんて嘘なんだぜ。俺は彼氏ポジションをいち早くゲットして、他の男に差をつけてやった。形から入るってやつだ。中身はこれから……これからアプローチして好きになってもらう……っ！　絶対だ。俺、がんばる……」

「マスターが恋愛脳やストーカーと言われないか、ワンコは心配です。お父君に報告します」

「恋愛脳ってなんだよ。せめて思春期にしろよ。ストーカー行為はしないって。報告するなよ！」

　長い片想い生活だった。

　紅雅はワンコを撫でながら藍衣との出会いを思い出した。

　口から垂れ流す独り言にワンコが相槌を打っているが、もう耳に入ってこない。
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　藍衣との出会いは、幼稚園のときだった。藍衣が通う幼稚園に、紅雅が行ったのだ。

　紅雅はその幼稚園には通っていなかったのだが、父親が幼稚園オーナーだった。

　父親に手を引かれ、幼稚園を見学したのだ。木々が紅葉に色づいていて、ちょっと肌寒い日だった。






「紅雅。同じ年ごろの子がいっぱいいるな」

「うん。ぱぱ！」

「パパはお仕事のお話をするから、遊んでくるか？」

「うん。あそびゅ」

　紅雅は父親と別れ、幼稚園の遊戯場に行った。

　たぶん、父親には、あとで「どうだった？」と息子目線での幼稚園の過ごしやすさや雰囲気を聞く目的があったのだろう。

　当時の紅雅は無邪気に砂場に行き、砂のお城をつくっている子どもたちに「ぼきゅも、いれちぇ～」と話しかけた。

　すると、子どもたちは「やーだ」「いれてあげなーい」と意地悪をした。

　思えば、その日は幼稚園のスタッフたちが朝から「偉い人がくる！」「気を付けて！」と緊張していて、子ども心に「なんか、敵がくるぞ！」みたいに警戒されていたのかもしれない。

　それに、紅雅は他の子と違って金髪や空色の瞳をしていたから、「この子、なんかボクたちと違うぞ」と思って仲間に入れてもらえなかったのかも。

　とにかく、紅雅は輪の中から追い出された。

「あっちいけー！」

　なんで？

　しょんぼりとした紅雅だったが、そこに藍衣がやってきた。

　藍衣は、他の子たちよりも遅れて幼稚園にやってきたようだった。

　朝、シングルマザーのお母さんが寝坊してしまったらしい。

「どーしたの。いじめ、だめなのよ」

　藍衣は他の子たちよりもなんとなく大人びていた。紅雅に「いっしょにあそぼ」と言って、面倒見のよいお姉さんみたいに一緒に遊んでくれた。大人びていたけど同じ年齢だと知ったのは、後になってからだった。

　紅雅はそんな藍衣に惚れて、帰るときには「おまえ、ぼきゅのお嫁ちゃんにすりゅ」と言ったものだ――相手は全然覚えていないようだが。

「砂のおしろ、一番上に、お星さまをかざろうね」

「おまえ、さっきもお星さまをつくってた。お星さま、すきなのか」

　視線を向けると、藍衣の頬が紅葉みたいに赤く染まっていて、可愛かった。黒い瞳は、夜空のようで、紅雅は吸い込まれそうな気分になった。

「きれいだから、すき。あいは、お花もすきだよ」

　すき。

　まっすぐに言う声は、ピュアだった。

「ふーん。ふーん。じゃあ、ぼきゅも、すき」

　すきっていい言葉だ。

　紅雅は自分の髪を指先でつまんだ。欲しい言葉が、あったのだ。

「ぼきゅの髪と目、へん？　ニホンの子、みんな嫌いって言う」

　自分で問いかけておいて、望まない答えを言われるのではないかとヒヤヒヤしたのを覚えている。怖かった。でも、藍衣は期待通りの優しい言葉を、下心ゼロで響かせてくれた。

「へんじゃないよ。とってもキレイ！　うらやましい！」

「ぼきゅ、おまえがすき」

　紅雅は幼かったが、心の底から誓った。

「ぼきゅ、おまえを、ずっと、すき！　およめにする。よろこべ」






　ちなみに、父親に「ぱぱ、あの子ね、ぼきゅのお嫁ちゃん」と教えたところ、「お前、ずいぶんと早熟だな。お嫁ちゃんはまだ早いだろー？　紅雅のお嫁ちゃんは、ぱぱだよー！」と言われて、幼稚園には連れて行ってもらえなくなった。

　父親は、息子ばかなのだ。亡き母によく「溺愛しすぎよ！」と笑われていた。いい父親だ。
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「おっと、ユーチューブの限定メンバーに報告しないとな」

　紅雅は起き上がり、パソコンに向かった。

　猫カフェに持って行ったのはノートパソコンだが、自室に設置されているのはデスクトップタイプのゲーミングノートパソコンだ。

　起動して開くのは、自分のユーチューブチャンネルだ。

　限定メンバー用のチャットに「藍衣と契約したぞおおお」と投稿してメンバー限定配信を開始すると、メンバーがお祝いしてくれる。







：おおおおおおお

：おめでと紅雅～

：やったやん

：彼女爆誕！

：カップル（ビジネス）じゃん。喜ぶようなことか？

：先にカップルになってから心を射止めるんだよ

：最初はビジネスからって漫画やドラマでもよくあるよね








　ユーチューブの限定メンバーは、チャンネルメンバーシップという有料サブスクリプションサービスに加入することで、クリエイターから限定特典を受け取れるユーザーだ。






　紅雅は、限定メンバー相手に以前から「実は俺、幼稚園からの片想い相手がいてさ」と相談していた。






　幼稚園、小学校、中学校、高校、全部が別の学校で、父親からも「紅雅、お嫁ちゃんの子のことをまだ忘れてないのか。ストーカー化しないか心配だな。調べたり付きまとったりするなよ」とくぎを刺されて、接近できずにいたのだ。






『片想いも一歩間違うとストーカー扱いされてしまう。でもさ、接点がない相手を好きになったらどうしたらいいんだ？』

　そんな少年のお悩みは、限定メンバーには好意的・かつ面白おかしく扱われた。

　もともと限定メンバーは、紅雅のファン。推してくれている人たちだ。

　彼らは「これをしたら？」「いや、それはストーカーっぽい」とあれこれと議論した結果、「ビジネスライクに接点を持って仲良くなろう」という提案をしてきた。

「俺が保護猫カフェの店員になるとか……？」

　紅雅は最初、猫カフェの店員になろうとしたが、限定メンバーは「いや、そこは配信者とか御曹司の身分を活かせよ」と配信を提案した。

　そして、みんなで「ああでもない、こうでもない」と話し合った結果、「藍衣のバイト先である猫カフェで配信する→藍衣を配信の相方にする→藍衣をビジネス彼女にする」という順番でアイディアは進化していったのである。







：紅雅、相手の名前はいっぱい呼ぶんだ。心の距離を縮めていけ

：お前も相手に呼びタメさせるんだぞ

：紅雅君。あんまり偉そうにオラオライキイキしちゃだめよ

：俺様が許されるのは二次元キャラだけだぞ、紅雅。紳士でいけ

：紅雅。バイトの態度悪い兄ちゃんはどうなったん？

：辞めさせた？

：正義厨の私人逮捕系ユーチューバーみたいになるの？

：バイト先調べて同僚の情報把握してる時点で紅雅はストーカーなのでは

：ストーカーの定義ってなんだろう。調べるか

：定義は、同一の者に対しつきまとい等又は位置情報無承諾取得等を繰り返して行うこと

：あっ

：あっ








　限定メンバーにも、「好きな子のバイト先に、なんか荒れてる大学生の兄ちゃんがいるっぽい」という話はしていた。

　みんな「バイトだしな～、給料も低いし、学生だろ、品行方正を求めすぎないでやれ」とか「でも、許されるラインはあるよ」とか喧々囂々と意見をぶつけ合っていたのだが、このたび土橋黄行はライン越えをしてしまったというわけだ。

「ＯＫ」「ＮＧ」のラインは、藍衣に危害を加えるかどうかだ。飲酒強要は、誰が見ても「ＮＧ」だった。

　とはいえ、ゲームや子供向けの絵本に出てくるモンスターではないのだから、「ＮＧ」の札を貼って全否定できるものでもない。相手は生身の人間なのだから、良いところもあれば、悪いところもあり、悪いところがあったとしても環境のせいだったりして、本人の全てが「悪」とは言えないことが多いのだ。土橋黄行も、しかり。

　紅雅は少し悩んでから、言葉を選んだ。

「実は、その大学生の兄ちゃんと直接話す時間を設けて知ったんだが、あっちにも事情があったらしい」







：相手の事情とか、どうでもいい

：そういうの聞くと後味悪くなるから言わなくていいよ

：悪い奴は悪い。それで終わろう

：自分のストーカーを棚に上げて他人を批判するな、紅雅よ

：ストーカー呼ばわりしないであげて








「すまん。俺がストーカーですまん」

　とりあえず紅雅は謝っておいた。






　ストーカーはさておき、ネットのスラングみたいなものには「正義厨」とか「私人逮捕系」とか「スカッと」とかいう言葉があって、視聴者は「同情の余地のない悪人が正義に断罪される」というエンタメが好きだ。

　逆に、「悪人にも事情があって、実は可哀想。正しいことってなんだろう」みたいな、答えが出ないようなモヤモヤした内容は、嫌がる。

　ストレス社会だから、日常的にモヤモヤを抱えていて、余暇の時間で摂取するものぐらいは「はー、疲れたー、癒されて寝るぜー」と何も迷わず、考えさせられることなく、スッキリしたい。






　そんな説を見たことがある紅雅は「それなら仕方ない」とも思うのだが。

　……だが、作り物のキャラならともかく、生身の人間に「みんながスッキリしたいから、同情の余地がないことにさせてくれ」と「ＮＧ」の札だけで存在を全否定して終わらせるのは、なんだか醜悪なショーに思えてならないのだった。

「俺は話す。お前らは聞け」

　尊大に言い放つと、フォロワーは数人減った。

　けれど、残って「偉そうｗ」「しゃあない」「こういう紅雅が好きなんだよ」とコメントしてくれる視聴者もいる。

　紅雅は、そんな視聴者たちに感謝しつつ、自分の知った情報を打ち明けた。
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　紅雅が話したとき、土橋は、「人生、終わった」って顔で打ちひしがれていた。

　よく見ると目の下には隈があり、くたびれた印象もあった。

「オレは、自暴自棄になって飲酒しちまったんです。むしゃくしゃしてて……酔ったあとは、どんどん乱暴な気分になっていって。店長がいなくて相手が年下の女の子だったのもあって……本当にすんません。オレは、共働き家庭でネグレクト気味に育てられて……」

　聞いてないのに、土橋が語り始める。






　――わかってほしいのだろう、聞いてほしいのだろう。

　紅雅はそんな心を感じ取り、話を聞いた。

「いいぞ、続けて。聞くよ」

　どしたん？　話聞くよ――というのは、ナンパ男の定型文みたいなお約束セリフだ。

　人は、自分の話を聞いてほしい生き物なんだ。

「話を聞くよ」という言葉を欲しがっている人は、男女問わず多い。

「オレ、……オレ『動画見てなさい』みたいに育てられて、友だちもいなくてさ。Ｖチューバーの配信が心のよりどころでっ……」

　闇の深い話が始まってしまったなぁ。

　紅雅は神妙な顔で「なんと」「そうなのか」と相槌を打ちつつ、土橋の事情を理解した。

　本人曰く。

　土橋黄行は、推しのＶチューバーに認知されたくて投げ銭するためバイトを何本も抱えて大学の単位を落とした。

　しかし、推しのＶチューバーが引退した。

「オレの費やしてきた時間と捧げてきた金、なんだったんだろって虚しくなっちゃって……なにやってたんだ自分ってなって……」

　土橋はバイトを辞めようかと思いながら猫カフェに来て、飲酒してしまったのだと言う。

「ふーむ。ふむ。そ、そうか」

　紅雅は言葉を探した。

　これは経営者の父親の教えなのだが、ぼろぼろになって普通の状態ならしないことをしてしまった人は、「なんであんなことをした」と責めても意味がないどころか、さらに追い詰めて心を壊してしまう。

　追い詰める方向に影響を与えると、下手したらしゃれにならない事件の引き金を引いてしまうことだってあるので、繊細な対応が求められるのだ。

　そういう人に必要なのは「そうか、君は疲れているんだな」といったん、責めずに受け止め、相手が「こんな事情で苦しかった」と打ち明けたなら「それは苦しいね」と理解を示して寄り添ってあげることだ。

　必要があればカウンセリングを手配したり、休ませたりしないといけない。

「大変だったんだな。気持ちはわかる。ただ、俺の話ももしよければ聞いてくれないか。俺は、藍衣が好きなんだ。幼稚園からの片想いだ。親父にはストーカーになるなよと言われ続けて、接近できずに困っていたところだったんだ」

　紅雅は「寄り添わないといけないなー」と思いながら、気づけば自分語りをしていた。

　なぜって？

　人は、自分の話を聞いてほしいんだ（二回目）。

　その思いが強いから配信者をしていると言っても過言ではない紅雅は、甘やかされ、何不自由なく育った大企業の御曹司でもある。

「お前の話を聞いたんだから、俺の話もする権利があるよな？　次は俺の番だよな？」ぐらいの気持ちで、ついつい話をしてしまうのである。

「あー、お坊ちゃま。ストーカーだったんだ」

「いや、ストーカーじゃねえよ。ストーカーと呼ばれないように気を付けてるんだよ」

　土橋は、意外にも「金持ち坊ちゃんの拗らせ片想いトーク」に興味を抱いたようだった。

「いいか、土橋とやら。一応先輩って付けるか、年上だし。いいか、土橋先輩。好きな子をいじめられて黙っていられるか。俺はあんたを殴りたいくらいなんだ」

「殴ったら暴行って言われて問題になるから我慢してるんだ？　お坊ちゃま？」

「俺が問題を起こすと親父や親父の会社にも迷惑かけるからな」

「自制心があって偉いな、お坊ちゃま。ちゃんとした教育を受けてるのがわかる。腹が立ったからって衝動的に暴力振るってすっきりするのは、教育レベルが低いんだよな。オレみたいにさ。教育格差ってやつなんだ」

「おい、うじうじすんな先輩」

　めんどくせー！

　紅雅はイラッとしつつ、「腕相撲するか先輩」と言って腕相撲を仕掛けた。負けた。しかも、土橋は勝ち誇った。

「ふっ。お坊ちゃま。腕力ではオレの勝ちだな」

「う、うぜえ。もう一度だ」

　紅雅は土橋に腕相撲の再戦を申し込み、二度目は勝った。三度目は負けた。四度目は勝ち、五度目は負……さておき、「もうやめね？」と二人同時に言ってやめた。

　土橋は「オレの人生、詰んだ」という意識が薄くなったようで、「オレ、なんか人生やり直そうと思う」と言って、最終的に自分から猫カフェを辞めていった。

　猫カフェから去っていく後ろ姿は背筋が伸びていて、「がんばれよ」と応援したくなる雰囲気があった。

　とりあえず紅雅は、応援したいような許せないような気分が半々だった。腕相撲に負けて悔しかったし。

「生きにくい世の中だ。なんであんなことするんだろうって奴には、そいつにしかわからん、そういう現在に至るまでの過去の積み重ねがあったりするんだ」







：紅雅……腕相撲、勝てなかったんだ

：紅雅、いい感じのセリフ言ってるけど、それ漫画のセリフだね

：分かった風に言いやがる

：悪は悪だよ、背景とか気にして同情すんな

：いや、そんな悪というほどでもないやろー

：はあ？　アルハラもフキハラも立派な悪なんだが？

：ファン同士で喧嘩するな

：俺は腕相撲で負けちゃう紅雅が好きだよ








　限定メンバーは和気あいあいとしていて、雰囲気は良い方だと思う。喧嘩してるけど。

「次の週末は、藍衣とのビジネスカップル配信だ。楽しみだなあ！　俺、今日から腕立て伏せ毎日三十回するわ」







：30回って半端だな。１００回にしろ

：楽しみだな配信

：がんばれよー！

：応援してる

：負けて腕立て伏せ頑張り出すのおこちゃま可愛い

：茶化すなよ、いいじゃないか

：ビジネスカップル配信って何やるんだ？

：猫カフェの猫いっぱい映して。猫見たい








「じゃあ、寝るわ。みんな、おつかれ」

　紅雅はメンバーに挨拶して配信を終えた。

「俺、今日から彼女持ちなんだ。それも、幼稚園からの片想いの女の子！」

　――最高の気分だった。

















５．カップル配信












　保護猫カフェ『ゆめねこ』に、翌日も紅雅はやってきた。

（よかった。連絡先、聞きそびれていたから。お仕事どうするんだろうって思ったよ）

　藍衣は、大人と事務的に連絡を取り合うことに慣れていた。

　なので、「ビジネス彼女」をするに当たって、必要なことを思いつき、意見できた。

「紅雅君。仕事をするに当たって、連絡先を交換したいです。今後のスケジュールとかも相談する必要があるんじゃないでしょうか」

「れ、連絡先の、交換……カップルっぽい……。ぜひ、交換しよう」







橋土藍衣：よろしくお願いします

吉祥院紅雅：よろしくお願いします








　目の前にいるのに、お互いスマホのメッセージで挨拶するのが、面白い。







吉祥院紅雅：次の週末、カップル配信をしよう。

吉祥院紅雅：藍衣は好きなアニメはあるか？

吉祥院紅雅：アニメを一緒に見るリアクション配信をしたらどうかと思うんだ

橋土藍衣：ヒロアカが好きです

吉祥院紅雅：僕のヒーローアカデミア？

吉祥院紅雅：最新話は観たか？

橋土藍衣：あ、実はまだ……

吉祥院紅雅：俺もまだなんだ

橋土藍衣：紅雅君。リアクション配信って、表情が見えた方が楽しいですよね？

橋土藍衣：私、やっぱりモザイクはいらないですよ。お店もあんまり「配信してた店だー」ってやってくる人いないですし

吉祥院紅雅：そうだな、わかった

吉祥院紅雅：あと、タメグチ、頼む

橋土藍衣：配信中はタメグチします

吉祥院紅雅：普段から……まあ、いいか

吉祥院紅雅：無理強いするものでもないよな

吉祥院紅雅：それに、丁寧な話し方をするの、実は好みだ








　丁寧な話し方は、好みらしい。

（御曹司って、上品な人に囲まれて生活してそうだもんね）

　藍衣は「かしこまりました」と返事を送信して「いや、それは丁寧すぎるだろ」とツッコミされ、「ふふっ」と笑った。

（週末の予定が埋まった。楽しみだなー！）

　予定にわくわくとしながらその日のアルバイトを終えた藍衣は、帰り際、店長から飲酒強要事件の顛末を聞いた。

「土橋君、人生をちょっと見つめ直したいらしくて、辞めていったよ」

（そっか、辞めちゃったんだ）

　苦手だな、と思っていた不機嫌な先輩だったけど、連絡先も知らず、これきりだと思うと、ちょっとだけ寂しい感じがする。






　人生は一期一会で、別れの連続だ。

　藍衣の心には、そんな感傷が湧いた。






　そして、週末がやってくる。

　ビジネスカップル配信の約束の日は、花曇りの空模様が寝覚めの朝を覆った。






　今日は、顔出しもする。

　藍衣は「ちょっとでも見栄えよく」と意識して、こっそりと千円ちょっとのお値段のまつ毛美容液を買って、まつ毛を育て始めていた。もっとも、数日でまつ毛がぐいーんと育ったりするわけない。気休めみたいなものだ。自分、美容がんばってる、という意識がなんとなく自信みたいなのをくれるのだ。

　洗顔して、化粧水をつけて。乳液をぽふぽふと重ねて。日焼け止め効果付きのファンデーションをはたいて、淡い色のリップをつける。

　鏡を見た感じ、「あんまり普段と変わらないかな」と思える。

　劇的に変わりすぎても恥ずかしいし、これくらいでいい――藍衣は自己満足しつつ、保護猫カフェ『ゆめねこ』に向かった。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　保護猫カフェ『ゆめねこ』に足を踏み入れると、茶色の縞模様の『おとのさま』が、「うにゃー」と鳴いて寄ってきた。懐いてくれていて、嬉しくなる。

「やあ、おはよう橋土さん。御曹司はまだ来てないよ」

「店長、おはようございます。猫のみんなも、おはようー」

　見渡すと、白い長毛種の『キヨラカさん』は、ネコハウスの中で気持ちよさそうに眠っていて、起きる気配がない。

　黒猫の『ルーナ』は、今日もキャットタワーのてっぺんに陣取っている。

　何匹かいる三毛猫のうちの一匹、『アンディ』は、落ち着きがない。

　壁際に置かれた爪とぎで爪を高速で研いだり、何かを探すように走り回っては鼻をふんふんとさせて匂いを嗅いだりしている。どうしたのかな、と見ていると、三毛猫仲間の『みけさん』がおもちゃのネズミを咥えて近寄り、『アンディ』を喜ばせていた。

　……お気に入りのおもちゃが行方不明でストレスを感じていたらしい。

　今日は貸切り状態にして一般のお客さんを入れないこともあり、店長は不在だ。奥さんとデートする予定だと惚気ていた。

　なんでも、紅雅に「働きすぎはよくないから、ちゃんと休め。奥さんは大事にしろ」と言われたのだとか。

「橋土さん。貸し切りってことで、入り口に看板を出しておくよ。なんかあったら連絡してね」

「はい、店長。お休み、のんびりと楽しんできてくださいね」

「いやあ、本当にありがたいよ。遠出はできないけど、二人で長時間休日を満喫なんて久しぶりだから、妻も喜んでいてね」

「店長、いつも働きすぎなくらいお店にいますし……奥さんをいっぱい喜ばせてあげてください」

「ありがとう、橋土さん。土橋君の件では、僕が頼りなくてごめんね」

「いえいえいえ！」

「新しいアルバイト、見つかるように求人出してるからね」

「はい！」

　デートに出かける店長を見送ると、入れ違いのように紅雅がやってきた。

　父親のグループ会社である有名スポーツブランドの白パーカー姿で、細身の黒パンツとよく合っている。ファッション誌のモデルめいていて、格好いい。

「藍衣、おはよう……私服、似合ってる。可愛い」

「えへへ、ありがとうございます！　紅雅君も私服、格好いいですね」

「そ、そうか。格好いい……そうか」

　早口で言いながら配信用の機材を準備する手付きは迷いがなくて、慣れている。あと、耳が赤い？　もしかして照れているのだろうか――まさかね。こんなに格好いい御曹司だもの。普段から、ありとあらゆる場面で褒められまくっているはずだもの。

（私が褒めたから照れてる、なんて、自意識過剰だよね）

　藍衣はパンケーキを焼いて紅茶を淹れた。

　純粋に腹ごなしをする目的もあるが、配信に見栄えのいいスイーツや可愛いティーカップをさりげなく映すことで、みんなが「明るい雰囲気だな！」「可愛い～！」と楽しんでくれるのではないかと期待したのだ。

　パンケーキは、猫の形の生地にチョコペンで顔を描いた。二枚を重ねて、間には真っ白な生クリームと、お花の形にカットしたイチゴやバナナを挟むのだ。

　紅茶は、店長のお気に入りである『紅茶の国のアリス』というブランドティーだ。

『アリスの紅茶』という名前の通り、『不思議の国のアリス』をイメージしているパッケージで、可愛い。

「猫型パンケーキが焼けました。それと、紅茶もです、紅雅君」

「おお！　可愛い！　へえー！　すごいな！」

　紅雅は満足そうにスマホで写真を撮った。ちょっと撮りすぎなのでは、と思うくらい、角度を変えたり近づいたり離れたりして何枚も撮っていた。

「配信映えを意識してみたんです」

「素晴らしい……ところで、タメグチは」

「あ、はい」

「……配信で練習するか」

「はーい！」

　藍衣は自分に「がんばるぞ」と言い聞かせ、動画配信に臨んだ。






「こんにちは、紅雅です。今日はカップル配信です」

「藍衣です、こんにちはー。今日は、顔出ししています」

　あっ、出だしから「です、ます」になっちゃった。でも、お互い様だ。

　最初の挨拶は視聴者に向けての挨拶だもの。これでいいんだ。






　あれこれと考える藍衣の視界で、リスナーが一秒ごとに増えていくのがわかる。有名な配信者と比べると少ないが、学校でクラス全員に注目されているようなものだと思うと、すごい。

　コメント欄に視聴者からのコメントが増えていく。







：こんにちはー待ってたよ！

：始まったーー

：楽しみにしてたよ

：藍衣ちゃん可愛い！

：顔出し彼女だ！

：紅雅、まだ振られてなかったんか

：見せつけやがって








「っはは、そうそう、まだ振られていないんだ」

　紅雅は自慢するように言い、「今日は二人揃ってまだ見てないアニメの最新話を見る」と言ってタイトルを紹介した。







：ヒロアカだ

：彼女、アニメ観るんだ？

：１話からじゃないんだ？








「本当はこういうの、初見で１話から順番に観たほうが面白いのかなって思うけど」

　紅雅が視線を向けるので、藍衣はタメグチを意識しながら返事をした。

「うんうん。そうだね」

　気の利いた返しが思いつかない。ちょっと緊張している。

「藍衣は緊張気味なんだ。可愛いだろ」

　紅雅は軽い調子で言って、コメント欄を「いちゃいちゃしやがって」という反応で埋め尽くした。

　カメラの映像は引き気味で、ソファに座る二人の上半身が見えている。

　場所が猫カフェなので、猫たちが自由気ままに画面に映り込むたびに視聴者は「ネコー」と喜んだ。猫は、ただそこにいるだけでほっこりと視聴者を癒してくれるのだ。






　アニメの内容は、『これぞ週刊少年ジャンプ！』って感じだ。

　まず、物語の舞台は、現代日本に似た雰囲気のある世界。

　総人口の約八割が超能力を持っていて、能力を悪用する犯罪者ヴィランと、人々を守るヒーローがいる。

　ヒーローは憧れの職業だ。

　能力のない不遇主人公がヒーロー養成学校に入り、ナンバーワンヒーローと出会って師匠になってもらい、学友たちと友情わちゃわちゃをして「仲間、最高！」って思わせてくれたり、強くなるために努力して「努力、最高！」と思わせてくれたり、敵と激闘して勝利したりする王道ストーリーになっている。






「今回は日常回だな。俺は日常回をだらだら観るのが好きなんだ。和む。あ、ちなみにこのパンケーキ、藍衣が焼いたんだ。すげーだろ」

　紅雅はパンケーキを上品に切り分け、フォークでひとかけらを持ち上げた。

「藍衣。あーん」

「え！」

　は、恥ずかしいよ。

　でも、カップルだし、これは仲良しな様子を見せるショーみたいなものだから……。

　覚悟を決めてパンケーキを「あーん」で食べさせてもらうと、コメントが「見せつけやがって」のコメントで埋まった。

　うわー、うわー、うわー。恥ずかしさで顔が熱い。

　手でぱたぱたと仰ぎながらアニメ画面を見てリアクションをすると、視聴者も意識をカップルウォッチングモードからアニメウォッチングモードへと切り替えてくれたようで、コメントを投稿して配信を盛り上げてくれた。

　観ていると、投げ銭もしてくれる人がいた。『見守り水色おじさん（45歳）』というハンドルネームだ。

　千円！　コメント付きだ。『紅雅君、応援してます。でも彼女と距離が近すぎない？　健全に交際してね』だって。

「あ、投げ銭！　わあ、すごいね、紅雅君。投げ銭だよ」

　藍衣が興奮気味に言うと、紅雅は「ありがとう」とお礼を言った。そっか、お礼を言わないと。

「こういうのって、名前を読みあげてお礼を言うんじゃなかった？『見守り水色おじさん（45歳）』、投げ銭ありがとうー！」

　名前を呼んでお礼を言うと、他の視聴者もチラホラと投げ銭してくれる人が現れた。

『クレイパンマン』というハンドルネームだ。

　投げ銭金額は、五百円。『見せつけやがって。限定メンバーになっときます』ってコメント付きだ。面白い。

「藍衣は推しキャラとかいるのか？　俺は爆轟ばくごうが好きだ」

「私は大人のキャラが好きかな。保護者枠みたいな」

「へえー。主人公のお母さんとか？」

「好き！　私、お母さんキャラが出てくるお話、大好きなんだ。お母さんが元気で笑顔だと、嬉しくなるの」

「……俺も好きだな。ぎゃんぎゃんと説教してうるせえーって感じのおかんキャラとか、安心感があっていい」

「うんうんっ。わかるよ！」







：いちゃいちゃしやがって

：紅雅は今の「好き！」を一人になってから再生し直すんだろうな

：可愛いカップルだね

：てぇてぇ

：切り抜き動画作ってもいいですか？








　生配信は、楽しい雰囲気で終わった。

　しかし、藍衣はコメントの中に「アニメのリアクションが薄い」とか「ちゃんと見て」というものがあることに気付いていた。

（そっか。仲良しだけじゃなくて、もっとリアクションも頑張らないとだ）

　リアクション配信を楽しみにする視聴者は、当然、リアクションへの期待がある。

　外国人のリアクション動画などは、オーバーで詳細に自分がどう感じたかを伝えてくれるから、特に人気だ。






「今日は緊張してたけど、おかげで楽しかった！　次はもっとがんばるね」

「藍衣。配信は別にがんばったりしなくていいぞ。友達グループで集まってダラダラ遊んでるようなものだから」

「そ、そうかな」

　コメント欄を見ると、「がんばらなくていいよ」というコメントが流れていた。優しい。

　というか、「アニメのリアクションが薄い」とか「ちゃんと見て」というコメントをしていた人は、もういなくなっているようだった。

（うーん。配信って、楽しいけど……楽しいだけじゃなくて、気になっちゃうことも多いかも）

　人間、誰しも「他人に好かれたい、嫌われたくない」と思う気持ちがある。

　配信は、ダイレクトに「君が好きだよ」「面白いよ」「満足」「君、嫌い」「面白くない」「不満」がわかってしまう。

　そこが楽しくもあり、怖くもある。藍衣は、そう思った。






「またね」と手を振って、藍衣はその日の「お仕事」を終えた。

















６．無言のリアクション












　スマホを見ると、スタッフへの事務連絡用グループチャットに、店長からのメッセージが届いていた。メッセージには、奥さんとイヤホンを片側ずつシェアしているツーショット写真が添えられている。しかも、お寿司も映っていて、ちょっとした飯テロだ。







店長：スシローで配信を妻と一緒に観たよ。おつかれ！

橋土藍衣：店長。配信、楽しめましたか？

店長：いやー、寿司を食いながら流し見状態だったし、アニメはよくわかんないけど、知ってる子が自分の店で配信してるってだけで特別に思えたよ

橋土藍衣：奥さんとのデート、楽しそうでなによりです。配信を観てくださってありがとうございます

橋土藍衣：でも、それは「学芸会に親戚の子が出ている」みたいな感覚では？　内容関係なく「よかったよ」って言っちゃうやつ

店長：ありがとー！　そうかもね（笑）








　配信の後片付けを終わらせた紅雅は、ソファに座って三毛猫の『みけさん』を膝に乗せ、スマホを弄っている。

　彼は彼で、視聴者からのＳＮＳアカウントへのコメントにコメント返しをしているのだ。数が多くて大変そうだけど、律儀な人である。

「藍衣も隣で休憩しないか？」

　紅雅が片手で隣を示すので、藍衣は遠慮がちに隣にお邪魔した。

「では、お隣にお邪魔します」

「いらっしゃいませ」

（紅雅君が「いらっしゃいませ」だって。おかしい）

　この御曹司は、ユーモアがあってノリがいい。

　たくさんのコメントの相手をしながらトークで楽しませたりする配信ができるんだもの。一緒にいる相手を楽しませよう～って気持ちでお話する人なんだな。

　感心しながら、藍衣はこっそりとスマホでリアクション動画について検索してみた。

（あ、これこれ。海外の、『アニメ嫌いな兄弟が進撃の巨人を初めて見て泣いた動画』。すごい人気。それに、『Ａｄｏのライブで海外ニキネキが心底シビれた動画』……）

『進撃の巨人』は海外で社会現象になったアニメで、リアクション動画がいっぱいある。

　外国人が泣いたり叫んだりして、見ていると釣られてうるっとしてしまったりするのが、すごい。人が感情をむき出しにする姿って、インパクトがあるというか、無視できないエネルギーがある。

『Ａｄｏ』は紅白歌合戦にも出場したアーティストで、「ギラギラしている」と言われるパワフルな歌唱が人気だ。泣き叫ぶようなライブ映像に、海外ニキ（兄貴）やネキ（姉貴）が「うおお！」「なんてことなの」とびっくりして、これまた涙を流したりする。

　おらが町のヒーローみたいなもので、自分の国のコンテンツや歌い手、自分の好きなものが、外国人に「すげー！」と驚かれているのを見ると、気持ちがいい。

「にゃーお」

「アンディ。スマホは食べ物じゃないよ」

　三毛猫の『アンディ』が膝に乗って来て、スマホ画面にふんふんと鼻を寄せてくる。可愛い。

　人気の動画をお気に入りしていると、紅雅が「おっ」と声をあげた。「藍衣。ＹＯＡＳＯＢＩが新曲動画を投稿してるぞ。聴こう」

　人気音楽ユニットの配信のお知らせに、藍衣は心を躍らせた。

「私、ＹＯＡＳＯＢＩのストーリー仕立ての曲、大好き！」

「俺も」

　紅雅はＭＶ（ミュージックビデオ）を再生し、イヤホンの片方を渡してくる。

　イヤホンをつけると、ストーリー性の強い曲が流れた。これ、これ。これが好きなの。藍衣はわくわくしながら曲が表現する物語の世界観を堪能した。

「……♪」

　綺麗な高音。伸びやかで、リズミカル。

　歌詞が教えてくれる心情。展開するお話。変化するシチュエーション。ああ、ハッピーエンドをありがとう……。

　短い時間なのに、本を一冊読んだような気分になる。

　藍衣はすっかり聞き入っていた。

　ふと視線を感じたのでＭＶから視線を移すと、紅雅がじっと藍衣を見ている。そして、目が合うとサッと顔を背けて、「ごめん。見惚れてた」と言ってきた。

「……？　なんですか？」

　一瞬、意味を掴み損ねて首をかしげると、紅雅は「猫が可愛くて」と説明してくれた。ああ、猫。

「ふふっ、そんなの、謝らなくてもいいじゃないですか。猫、遠慮しないで見てくださいよ」

「私に見惚れていた？」なんて自惚れそうになったのがおかしい。

　それにしても、すぐ隣に座る距離は近いので、長いまつげに藍衣の方が見惚れてしまう。紅雅という少年は、じっと鑑賞したくなる魅力がある。

　美しい空色の瞳は、今は猫のアンディを熱っぽく見つめている。そして、その熱を変えないまま、藍衣を見た。

　何か言いたげに見えるけど、何も言わない。ちょっとドキドキしちゃう気配だ。勘違いしてしまいそうになる。

（なんか、言いたそうに私を見てる。なにかな？）

　すぐ隣にいるのに、何を考えているのか、わからない。

　人間はいろんなことを感じて考えているけど、他人の心はわからないのだ。

　藍衣の瞳は黒いのに、紅雅の瞳は違う色をしている。同じ種類の生き物だけど、同じではないのだ。

　――性別だって、違う。

　ああ、人間って、近くにいても遠いのね。藍衣はそんなことを考え、自分のするべきことに思い至った。

（もしかして、聞かせてくれた曲に対して何かコメントした方がいいのかな？）

「紅雅君。これ、すごく……素敵な曲ですね！　あの、感想を言葉にするのが下手でごめんなさい」

「いや。藍衣、そういうのでいいと思う。今、聞き入ってただろ」

「うん、うん」

「何も言えなくなって夢中で聴いてるっていうのも、リアクションだよ」

　会話がスムーズに流れ出す。曲のおかげだ。潤滑油みたいなもの。コミュニケーションツールだ。

　藍衣は話題を提供してくれたＹＯＡＳＯＢＩに感謝した。

「紅雅君。リアクションって、無言でいいんですか？　放送事故って言われたりしないでしょうか？」

「しない。わざとらしいリアクションより、いいと思う」

「そ、そう……」

「ところで、藍衣。なんでまた喋り方がですます調に……可愛いからいいけど」

「え、えへへ」

　紅雅は、軽い調子でぽんぽんと「可愛い」とか言う。

　身の上を聞いたところ、ハーフだというので、海外風のコミュニケーションが身についていたりするのだろうか？

　日本人は恥ずかしがり屋で「好き」とか褒め言葉をあまり言わないけど、外国人はリップサービスとかが過剰なくらいしてくれるって、言うもんね。

　でも、ただでさえ美形なのにリップサービスも上手いときたら、女の子はみんな勘違いしてのぼせてしまいそう。

　罪作りだよ。

（私もたまにドキドキしちゃうよ……やばいかも）

　勘違いしちゃだめ！

　自分に言い聞かせながらイヤホンを外したとき、二人の間で三毛猫『アンディ』が「にゃあ」と鳴いてイヤホンのケーブルに猫パンチをした。

「こら、ケーブルで遊ぶな」

「ふふっ。アンディは、遊んでほしいのかな」

『アンディ』のお気に入りの玩具は、お魚のぬいぐるみだ。

　ぽーんと投げてあげると、『アンディ』だけでなく、縞模様の『おとのさま』も、「あにゃにゃにゃにゃっ！」と大興奮で追いかけて行った。二匹で大運動会だ。可愛い。

「そういえば、紅雅君。さっきね、『ちゃんとアニメを見て』ってコメントがあったんです」






「そういうコメントは、スルーでいい」

「むう……リアクション動画についてネットで調べたんだけど、自分が何か感想を抱いたものに対して、他の人がどう思うかを見たい……『そうそう、そこは笑えるんだ、そこは泣けるんだよね』みたいな共感がほしいんだと思うんですよ」

「うん。まあ、そうだな。あとは、何の配信にも共通するけど、仲間っつーか友達と一緒に同じものを見てる感覚だと思うぞ」

「うんうん。カップルを動物園の動物みたいに見て面白がってもらうのもいいと思うんだけど、視聴者の期待にこたえるっていうか」

「視聴者は藍衣と俺の初々しいイチャイチャを期待してるぞ」

「そ、……そうー……？」

「絶対、そう」

　紅雅が断言する声は、神様みたいに自信たっぷりだった。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　アルバイトが終わり、藍衣は買い物をして帰ることにした。

　通りは、人でごったがえしている。

　イオンで食材を買った藍衣は、長ネギがはみ出ているエコバッグを抱えて家路を急いだ。

　刻一刻と暗くなり、夜に向かう空に対して、地上では人工の明かりがどんどん点灯していく。

　藍衣は、人工の明かりがギラギラと夜の暗さに抵抗するようなこの都市が好きだ。宝石箱みたいだ、と思う。

　ここは、人がとても多い。けれど、みんな、すれ違う他人への関心は低い。人は雑踏に紛れ込むと、「たくさんの集団の中のひとり」として無個性に感じる。でも、一人一人が自分だけの人生を生きていて、心があることを、誰もがわかっている。

（あ……今すれ違った人、ＹＯＡＳＯＢＩの新曲を聞いてた）

　藍衣は音漏れに気付いて足を止め、振り返った。

　すれ違った会社員の人は、人混みに紛れて、すぐに見えなくなってしまった。

　たくさんの中のひとり。

　関わる隙のない他人。

　それが、ネットの中ではハッシュタグや動画のコメントなどで、「これ、よかったね」とか「いまいちだった」とか、同じコンテンツを共有して文字で心を伝え合って、影響を与え合ったりしている。

　……さっき聴いたＹＯＡＳＯＢＩの歌は、なんだかそんなことを考えさせてくれる歌だった。

　藍衣は再び前を向いて、家路を急いだ。

　藍衣の家は、おんぼろの安アパートだ。部屋にはお風呂もなくて、銭湯を利用している。

　銭湯は人の気配が感じられるし、常連さんがいると安心する。存在を許されている感じがする。人は、群れに所属していたい生き物なのかもしれない。集団の一員である自分は、気持ちがいいのだ。






　アパートの一階にある部屋のドアを開けると、中は真っ暗だった。

　自分の家なのは間違いないのだけど、外で明かりや人がいっぱいの都市を彷徨っていた方が明るい気分になれる気がする。家は、暗くて寒々としていて、寂しい。

　イオンで買ってきたレトルトカレーで夕食を摂り、ティーバッグの緑茶を飲みながら、ＹＯＡＳＯＢＩの新曲をスマホで見ると、コメント欄にリスナーのコメントがたくさんついていた。







：寂しさと切なさが全面にある

：愛しさと心強さもね

：新曲助かります

：こういうの待ってた

：誰にも当てはまるような、感情移入のしやすい歌詞で、好き

：会社帰りで疲れてたけど、明日も頑張ろうって思った








　藍衣は「今、私はどうして感想を見ようと思ったんだろう」と考えた。

『他の人は、これを聞いてどんなことを想うのかな？　私は素敵って思った。みんなもきっと素敵って書いてるだろうな』――藍衣は、そんなことを考えていた気がする。そこには、「見ることで欲求が満たされるだろう」という期待があった気がする。そして、その期待は満たされた。







：さっきすれ違った人が音漏れしてたんだけど、この曲を聞いていて嬉しくなった








「あ。これ、まるで私が書いたみたいな感想だ……！」

　感想の中に、共感できるものがいっぱいある。

　それを眺めていると、静かで暗くて冷たく感じられるひとりぼっちの部屋が、なんだか賑やかで明るくて暖かく思えてきた。

　そして、気づけば、藍衣は紅雅にＬＩＮＥメッセージを送っていた。







橋土藍衣：紅雅君

橋土藍衣：来週、配信のときに前回の振り返りとかしてもいい？

吉祥院紅雅：もちろんＯＫだぞ

吉祥院紅雅：藍衣、今日はありがとう。楽しかった。次の配信も楽しみにしてる！

吉祥院紅雅：ほんの少しだけ通話してもいいか？








（通話だって！　わあ、なんだかドキドキするよ）

「ＯＫ」というゆるキャラスタンプを送信すると、アプリの通話機能を使った通話がかかってくる。






　電話に出ると、紅雅の声がした。

　紅雅だ、と思うのに、通話で聴く声は「ちょっと違う」とも思える。






「藍衣。こんばんは」

「こんばんは、紅雅君」

「今日はお疲れ様」

「今日はありがとうございました！」

「声聞けて嬉しかった。おやすみ」

「私も嬉しかったです。おやすみなさいっ！」






「おやすみ」の挨拶を誰かに言うなんて、久しぶりだ。

　離れた場所にいるのに、ひとりぼっちじゃない感覚になれた。人の声って、暖かい。

（紅雅君と知り合えてよかった）

　藍衣は、そう思った。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　同じ頃、紅雅は自室のフローリングの床を転げまわっていた。

「うおお、寝る前に通話したぞ俺。もう完全にカップルだった。やべえ～～！」

「マスター、通話、おつかれさまです」

「ワンコー！　サンキュー！」






　通話は破壊力が抜群だった。

「私も嬉しかった」「おやすみ」という可愛い声が、脳内で無限に繰り返されている。

「俺と通話するのが嬉しかったって！　おやすみだって……！　めちゃくちゃ可愛かった！」

　やべえ、やべえと繰り返し唱えながらコミュニケーションロボットのワンコを抱っこして、紅雅は「配信するか」と思い立った。






　自分のユーチューブチャンネルをスマホで開き、メンバー限定チャットに「やべえぞ！　ちょっと配信するから聞いてくれ！」と投稿をして、すぐさま限定メンバーのみが観られる配信を開始すると、早速視聴者がやってくる。






「おい、大変だ。俺、さっき藍衣と通話した！」

「マスター、興奮しすぎです。ヘルプが必要ですか？」

「ヘルプはいらない！」

　突発的な配信なのに、限定メンバーたちはどんどん集まった。暇人と言ってはいけない。いい仲間たちなのだ。







：おおおお

：通話おめ！

：ロボットのワンコくん可愛い

：めちゃくちゃ進歩しとる

：よかったな紅雅

：ワンコくん優しい

：次の配信も応援してるよ

：俺が残業しているってのに若者は青春してていいねえ

：残業がんばって








　ああ、みんなが優しい。

「残業マンは仕事をがんばってくれ。俺が幸せですまん」

　コメントの中には、不穏なものもある。新参者の限定メンバーによるものだ。







クレイパンマン：今日限定メンバーになったばかりなんだが、これ、いつもやってんの？　本当に好きならビジネスって言わずに普通に好きって言ったらいいんじゃねえの。ばらしてもいい？








　新参者の限定メンバーは『クレイパンマン』という名前で、黒猫のアイコンだった。

　紅雅はちょっとだけ慌てた。






「いや、それは待て。ばらさないでくれ。自分でいつか、ちゃんと言うから」






　紅雅は「もしや荒らし系のアンチか？」「限定メンバーとの秘密の企画がばらされてしまうか？」と心配したが、一日経っても二日経っても一週間経っても、『クレイパンマン』は荒らしたり秘密を暴露することはしなかったので、安堵した。

















７．「これ嫌い」から「大好き」の変化












　次の配信は、平日の学校が終わった後だった。

　初回の「保護猫カフェに初めて行ってみた」からカウントすると三回目だ。慣れてきた感じがする。

「紅雅君。学校お疲れ様です！」

「藍衣もお疲れ」

　配信を開始すると、視聴者は増えていた。







：まだ帰れない社畜だが、残業のお供にカップル見るわ。カップラーメンすすりながら

：会社勤めの人おつかれ～

：おう、学生君は学校おつかれー

：チャット欄で交流雑談しすぎ（笑）

：まさか「交流するな」って自治厨がいるの？

：みんな仲良くしてー喧嘩やめてー

：今日は何するの？

：紅雅、お前の配信荒れてるな








「ばーか。こんなもん、荒れてるうちに入らねーよ。仲がいいって言うんだ」

　和気あいあいとしているコメント欄を見ながら、藍衣は「前回のアニメについて」という時間をもらい、感想を言った。

「前回、緊張しててあんまり言えなかったんだけど、私があの作品で好きなのはね、キャラがいーっぱい出てくるところ。みんな個性的で、親子とか師匠とか先生同士とかライバルとか関係があって、コミュニティを楽しめるっていうのかな、箱推し出来る感じがあって、すごく好きなんだ……っ！」

　視聴者のコメントを見ていると、「わかる」とか「少年漫画はそういうところがいいよね」とかコメントが増えている。

　反応があると、安心する。嬉しくなる。「こっちでいいんだ」って気分になる。

　藍衣は励まされる思いで言葉を続けた。






「あのね、熱いバトルとかあるんだけど、活躍するのが主人公だけじゃなくて、みんなが悩んでいたり頑張ったり成長したりするんだよね。そこがいいよね。前回みたいな日常回もあって、キャラが好きだから楽しいんだ！　Ｖチューバーのてぇてぇに近いかもしれないね。ストーリーもいいんだけど、ストーリーが進まなくても、キャラが集まってわちゃわちゃしてるだけでもすっごく楽しいの！」







：彼女、元気！ｗ

：これはオタク特有の早口というやつですね

：可愛い

：いいぞーもっとやれー








　視聴者のコメントがどんどん増える。

「俺の彼女はトークができる彼女なんだ。俺より配信者に向いていると思う」

　紅雅はそう言って、藍衣の肩を抱き寄せた。密着すると、なんとなく落ち着かない。意識してしまっている――藍衣は自覚して照れ笑いを浮かべた。

「あはは、いっぱい一人でしゃべってごめん。気持ちよく語っちゃった……っ」







：彼女照れてる？　可愛いな

：もっと語って

：これは本物のファン

：好きなのが伝わってくる

：いいよいいよ！

：可愛い。落ち着いて～

：少年漫画って女子に人気あるよね

：カップリングしたりするやつな

：ＢＬをよく見かける

：藍衣ちゃんはＢＬ好き？

：好きなカップリングは？

：好きなカップリングをきくなｗ

：藍衣ちゃん可愛い








　コメントはどんどん増えていくので、ついつい見入ってしまいそうになる。可愛いだって――藍衣は嬉しいような恥ずかしいような気持ちでいっぱいになった。






「藍衣は可愛い。正解！　じゃあ、そろそろ始めるぞ」

　紅雅は嬉しいことを言い、ますます藍衣をのぼせ上らせながら、映画視聴についてのトークに切り替えた。

「今日は、二人揃ってアマゾンプライムビデオで初見の映画を見る。『君の名は』だ。有名な作品だよな。よくＳＮＳとかで名前を見る。映画は長めだけど、長い時間の視聴でもいけそうだってなったら次は映画館デートもしたいな」

　落ち着いていて自信にあふれた声を聞いていると、藍衣の気持ちも落ち着いて来る。

「いいね～。ね、この作品って、主題歌がいいよね。有名。よく聞く……あっ、みんなスタンプ押してくれてる。ありがとう！」

　メンバー限定のイラストスタンプが作られたようで、みんなして同じスタンプを押してくれるコメント欄は、お祭り感があって楽しい。

「みんな、この映画観たことがある人ばかりなんだね。そっかそっか、有名だもんね」

「観たことがない人もいるみたいだぞ。ほら」

「あ、ほんとうだ！　一緒に初視聴だね！」

『君の名は』は、主題歌のサビの部分がキャッチーで記憶に残っている。名作、と呼ばれている有名な映画だ。

　でも、正直なところ、藍衣はこれまであまり「観たい」と思わなかった。

　理由は……なんだか、青春キラキラって感じがしたからだ。

　制服の男女が二人でキービジュアルになっていて、いかにも「この二人がピュアで青春って感じの恋愛をしますよ」って感じだからだ。

　藍衣は、恋愛にあまり興味がなかった……。縁遠くて、なんだか見るともぞもぞしてしまいそうな、恥ずかしいような感じがしていた。

『うーん。この映画。たぶん、目と目が合って赤くなったり、指先と指先が触れ合ってひっこめたり、そんな風に意識し合って、すれ違って。男子の方から「好きだ！」とか、ちょっと必死な感じで告白して。それで、泣いて喜んで、キスとかもする。そんな映画なんだろうなあ』

　なんだか、あらすじを見る前からそんなイメージがブワッと展開して、「これは私が観るものではないと思うなあ」ってなってしまったのだった。






　そんな自己分析をしてから、藍衣は『アニメ嫌いな兄弟が進撃の巨人を初めて見て泣いた動画』を思い出した。

　ユーチューブでバズった動画なのだが、その動画は、アニメ嫌いな兄弟が観る前に、アニメへの印象を語る。

「僕はアニメのこんなところが稚拙に思えて楽しめないんだ。配信仲間に誘われてなかったら、自主的には絶対観なかった。観てもつまらないって言っちゃうかもしれないよ。一話は見るけど、続きは見ないかもね」

　そんな風に言って観るのだが、前のめりになって画面にくぎ付けになったり、「!?」とのけぞってびびったり、ショックを受けた様子で手を顔に当てて画面にくぎ付けになったりして、「面白かったよ……」と言って次話、次話を見ていき、キャラが死んで号泣するようになったりするのが、最高なのだ。

　人の心が「これ嫌い」というマイナスから「大好き」というプラスに変化していく。それが、「自分はこれ、大好き」というファン目線からすると、気持ちよいのではないか。藍衣はそう分析して、試してみることにした。






「うーんと、あのね、正直～に言っちゃうんだけど。私、この映画、名作だよーいいよーって話題に出てたけど、自分が観るものじゃないなーって避けてたんだぁ……面白くないってリアクションしちゃうかもしれない。ごめんね」

　藍衣はアニメ嫌いな兄弟と同じ役をしようと思った。

　嘘は言ってない。本当にそうなのだもの。

　実感を込めて自分の想いを言うと、視聴者は「楽しみ！」「そういう人が変化するのを見るのが面白いんだよ」とコメントをしてくれる。いい感じだ。

「せーの、スタート」

「スタートー！」






　スタートの合図で映画が始まる。

　アマゾンプライムビデオのいいところは、一時停止したり再生する時間を自在に選べるところだ。

「今の部分をもう一回」とか、「ここで一時停止して語る」とか、「トイレ行って、戻ったら続きを観る」とか「今日はここまで。続きは明日」ができる。

　でも、それゆえに「映画館で観た方が集中できて、おすすめ」なんて声もある。物事は何事も一長一短だ。






（映画に集中しよう。映画に関する感想をいっぱい口にしよう）

　藍衣はそう決めて、思ったことを素直に、ありのまま口にするように努めた。

「ちょっと男子～、女子の体になったからっておっぱい触るなぁ～。あはは、えっち！」

「俺は気持ちはわかるぞ」

「紅雅君！　でも、私もわかるかも」

　映画は、「現実にこんなこと起きない」というお話が展開される。

　女子が男子に、男子が女子に、体と心が入れ替わったり戻ったりするのだ。ファンタジーだ。面白い。

「紅雅君。私、この映画をボーイミーツガールな青春恋愛映画なのかなーって思ってたんだけど、なんかコミカルなファンタジーだね。入れ替わっちゃうんだ。面白い。ファンタジーなのに、地に足がついてる日常生活感もあるね」

「俺と藍衣が入れ替わったら、色々困るな。まずトイレに行けない」

「困るよね！　これ、どう終わるんだろう？　二人が出会う？」

　あれこれ話していると、単なる視聴者じゃなくて評論家か何かになったみたい。

　自分、映画に詳しくもなんともないのに。

　藍衣は苦笑した。

　映画は上映時間が決まっていて、『君の名は』は一時間四十六分三十四秒だ。

　藍衣はそわそわと時間を気にしながらストーリーを見守った。






　映画は、急展開を見せた。ただ「二人の男女が青春恋愛する」なお話ではなかった。

「紅雅君。これ、二人が出会ってめでたしめでたしな青春恋愛映画じゃないかも……？」

「俺も思ってたのと違うかも……って思ったところだった」

　二人でびっくりしていると、視聴者は「にやにや」「そうなんだよ」「ふふふ！」「びっくりだよね」というコメントがいっぱいで、楽しそうだった。

「どうだ、わかったか、この映画のすごさが。お前が思ってたのと違うんだぞ！」って感じだ。

　前半の日常感が嘘のように非日常の「今、大変な事件の真っ最中！」って感じの展開が始まった。

「大変だ……がんばって、がんばって。ああっ、大人がわかってくれないよ！」

　お祈りするように両手をぎゅっと合わせて握り、映画の中のキャラを応援する頭の隅に「でもこれ、お客さんを楽しませるために作られた映画だもん。きっとこの頑張っているキャラたちは成功して、ハッピーエンドだよね！」という考えがあった。

　思ったこと、そのまま言おう！

「でもこれ、お客さんを楽しませるために作られた映画だもん。きっとこの頑張っているキャラたちは成功して、ハッピーエンドだよね！」

　――言った！

　すると、なんとも絶妙なタイミングで、作中のキャラたちはピンチになった。もうだめだーって思っちゃうような感じだ。

　紅雅と藍衣は「これ、ハッピーエンドにならなかったりする？」「映画は悲恋も多いから」「泣いちゃいそう」「切ない」と思ったことを呟きながら、エンディングまで観た。終盤からエンディングがよかった。そう感じたのは、序盤から中盤の助走の効果もあるとも思う。

「紅雅君。終わり方、いいね……！　よかったね……！」

「ああ、よかったな。感動したよ」

「なんか痺れた。胸がじいんとしてる！」

　そして、映画公開当時に流行ったという「君の名は」と問いかけるごっこをして視聴者に「バカップル」という称号を贈られた。

　コメントを読んでいた藍衣は、嬉しい発見に顔をほころばせた。

（あっ！　この前の配信で『ちゃんと見て』ってコメントしてた視聴者さんが、『映画楽しんでくれて嬉しい』だって。満足してもらえたみたい！）

　今回の配信は、成功だ！

「おっと、あまりのんびりしてると暗くなる。ここで配信終わりにしよう。みんな、観てくれてありがとう。またな！」

「またね！　皆さんありがとうー！　次は映画館だね、紅雅君」






　配信を終えて、「次」の予定を話すのが楽しい。






　猫たちも、紅雅に慣れてきた様子だ。

　茶色の縞模様の『おとのさま』が「にゃーん」と近寄って行き、抱っこされている。

　嫌がる様子もなく、ごろごろと喉を鳴らしているのが可愛い。






「可愛いなあ。よしよし」

　紅雅は嬉しそうで、それを見て藍衣も嬉しくなった。

「よし、おやつをやるぞー。おーい、黒猫。お前もたまには降りて来いよー」

　紅雅が黒猫のルーナに声をかけるが、ルーナはいつものようにキャットタワーの上でツンとしていた。相変わらず、孤高の猫様だ。

















８．作戦会議












「今日は縞模様の猫が懐いてくれて可愛かったなあ。あ、もちろん一番可愛いのは藍衣なんだが。あと、次はいよいよ映画館デートをするぞ！」

　自宅に帰ってから、紅雅は限定メンバー相手に反省会と次回の作戦会議をしていた。







：ネコをもっと配信に出して

：おとのさまだぞ

：猫飼いたい

：紅雅の恋、順調

：紅雅、デート頑張って

：人生初デート？

：デート尾行したくなる（笑）

：邪魔しないのを条件にして言える連中で見守り隊結成するか？

：お互いの目印決めようぜ！　腕に赤い布巻くとか

：なにそれ面白い

：恥ずかしい感じがする

：紅雅、いい雰囲気なんだし、さっさと「ビジネスじゃなくて本気で好き」って伝えたら？








　限定メンバーが変な隊を結成している。

「お前ら、一般のお客さんに迷惑かけるなよ……？　告白はどうしよう。言おうかな。しかし、早すぎのような気も……迷うな。当日の様子見て決めるか。それより、服だ。何着て行けばいいと思う？　いっしょに選んでくれ！」

　紅雅は衣装棚からデート用の服候補を見繕ってカメラに映した。







：親の気分









：うちの子は可愛いんだ

：お前はイケメンだから何着てもいけるよ

：もう裸で行け

：裸は捕まるってｗ








　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　藍衣の高校生活にも変化が起きた。

　きっかけは、高校の教室の前でアクキーを拾ったことだ。

（あ、サンジュンのアクキーが落ちてる）

　サンジュンという名前の韓国男子は、ネットで人気のアイドル的存在。

　廊下に落ちていたアクキーを拾って思い出したのは、『隣の席の子がスクールバッグにつけていたかも』という記憶だった。

　名前は、絢瀬あやせ麻友まゆ。

　いつも茶髪をポニーテールにしていて、このクラスが始まったばかりの頃にその理由を自己紹介で話していた。

「ネットで見かけた『学校のあり得ない校則ネタ』で、ポニーテールにしていると男子がうなじに興奮するからって見かけたのでアホじゃないのって笑い飛ばすためにポニーテールを貫こうと思いました！」と言ったのだ。

　その笑いながらいう雰囲気がいやらしくなくて、明るくて爽快だったので、好印象だった。

　……好印象を抱きつつ、話す機会はなかったのだけど。






「おはよう。落ちてたんだけど、これ、絢瀬さんの？」

　麻友に近づいてアクキーを見せると、思った通り。

「これあたしの！　うわあ、ありがとう！　あ、あと、藍衣ちゃん。この配信に出てるの藍衣ちゃんだよね？　彼氏と配信とかめっちゃ仲良しでいいな～、紅雅君、格好よくて羨ましい」

「あっ、う、うん……っ」

　麻友が紅雅と配信した動画のサムネをスマホで見せてくるので、藍衣は赤くなった。

（わ～～、見られてる～！）

　藍衣は照れながらも、嬉しく思った。

「あんまり配信の話はしない方がいいのかなって思って迷ってたんだけど、ほら。ファン活動の暗黙の了解みたいな。言ってもよかった？　だめだったらごめんね」

「ううん。大丈夫。絢瀬さん、配信観てくれてありがとう！」

「麻友って呼んで！」

　二人で配信について話していると、他のクラスメイトも寄ってくる。

「え、配信ってなに？」

「実はね、私、見たんだけど……あ、藍衣ちゃん、言ってもいい？」

　配信を知らない子に、麻友が得意げに「この動画だよ」と保護猫カフェの動画をシェアしている。

「わあ～、猫可愛い！」

「今度猫カフェ行ってもいい？」

　……お店の宣伝になってる！

「橋土さん、配信者なんだ。すごーい！」

「ヒロアカ好きなの？　私も好きー！」

「彼氏どんな人？」

　配信が話のきっかけをくれて、どんどん会話が広がっていく。

　顔出しは心配なこともあるけど、プラスに働くこともある――藍衣は「配信してよかった！」と思った。

「今度、デートがあるんだ」

　本当はビジネスカップルだけど――微妙に後ろめたさも感じつつ言えば、麻友は「応援するよ！」と言ってくれた。

「藍衣ちゃん、作戦会議しようよ！」

「えーっ、作戦ってなに？」

　女子たちは、ノリノリだ。

「デートコーデみんなで選ぶとか？」

「藍衣ちゃん、これ、男子受けナンバーワンの香水だって」

「このネイルポリッシュ可愛いと思うよ。重ね塗りしてグラデーションにするの」

　スマホで推しアイテムをみんなで見ていると、先生がやってきた。

　先生は、「おや」という顔をした。

　今まで、藍衣が女子グループの中心になってワイワイすることがなかったからだろう。






「楽しそうで結構だが、授業を始めるぞ」

　先生は、「微笑ましいものを見た」という顔で授業を始めた。

「はーい」

「はーい！」

　授業が始まると、麻友がアライグマのメモ帳にＬＩＮＥのＩＤを書いて教えてきた。

『もしよかったら、お友だちになってね！』

（可愛いメモ帳！　……紅雅君のおかげで、お友だちができたよ。嬉しいな！）

　その日、藍衣は麻友を始めとする数人の女子とＬＩＮＥ交換をして、友達になった。







橋土藍衣：あのね、麻友ちゃん。私、紅雅君のこと好きなんじゃないかなって最近思うんだよね

絢瀬麻友：さっそく惚気？　はは！　ごちそうさま！








（あのね、麻友ちゃん。私、本当は彼女じゃないんだ。ビジネス関係なの。でも、紅雅君って、すごく魅力的な人でさ。可愛いとか言ってくれてさ……距離も近いし、彼女役しているうちにそんな気分になるの、自然だと思わない？）

　誰かに相談したいなと思っていた気持ちが、溢れてしまいそうになる。

　でも、送信する直前で藍衣はメッセージを削除した。

　ビジネス彼女のことは、秘密にしなきゃ。







絢瀬麻友：デートは三連休の最終日でしょ？

絢瀬麻友：三連休の初日あたりに女子グループで集まってデートコーデ考えたりしようよ








（わあ……！）

　学校が休みの日に、女子グループで集まる！

　今までなかった体験に、藍衣は目を輝かせた。

















９．映画館デート












　映画館デートの日は、祝日だった。三連休の最終日だ。






　場所は、ユナイテッド・シネマ豊洲。

　観る映画は、『ルックバック』だ。

　カップルシートのチケットを用意してもらっている。

　保護猫カフェ『ゆめねこ』以外の場所で紅雅に会うのは、初めてだ。お値段、二名で税込み六千五百円のチケットを奢ってもらうのは気が引けるが、紅雅は「俺を誰だと思っている！」と偉そうに身分を誇示した。スポンサー様で、御曹司様です。






　藍衣は早めに起きて身支度をした。

　朝食は食パンにネオソフトを塗って、シャウエッセンのウィンナーを茹でる。野菜も摂らなきゃ、と思って、レタスを添えた。

　ウィンナーは最近まではフライパンで焼いていたのだけど、ネットで「シャウエッセンのウィンナー、焼くんじゃなくて茹でてねってテレビで言ってた（笑）」という投稿を見かけたからだ。なるほど、美味しい。

　同じウィンナーなのに調理方法で味が変わるのが、面白い。

　それって、人間も同じだ。可愛いは作れる。

「ごちそうさまでした！」

　手を合わせて挨拶をして、藍衣は自分を可愛く見せる『調理』に取り掛かった。






　コンセプトは、「がんばりすぎてない印象だけど、ちゃんと可愛い！」。

　コーデは、元々持っている服を見せて「これとこれを組み合わせるのはどう？」と女子グループで作戦会議をして決めた。

　オーバーサイズの白いトレーナーに、茶色のショルダーバッグ。バッグと同じ色のショートパンツ。そして、白いソックスに、黒ローファーだ。

　髪は首の横でゆるめに結わえて、大きめの茶色いリボンをつけている。これは、女子の友達がプレゼントしてくれたリボンだ。

　ネイルも、ちゅるんとしたクリアからピンクのグラデーションだ。淡くてさりげない可愛さがある。これも、女子の友達が「あげる」と贈ってくれた。

「アイメイクが大事だよ！」と言われて、プチプラのアイライナーとアイシャドウのパレットも買った。ネットの「初心者さん向けアイメイク」というサイトを見て研究し、抜け感のある優し気な目元作りを目指した。目指しただけで、作れているかは微妙。まあ、いい。

「……完成っ。よし、行ってきます！」

　ＬＩＮＥの女子グループチャットに「行ってきます！」とメッセージを送信すると、友達が「がんばって！」「楽しんできてね」とメッセージをくれる。






　待ち合わせ場所は、映画館のプレミアムラウンジだ。

　豊洲駅から歩いてすぐの場所で、東京湾を一望できるカフェやラウンジがあったり、４ＤＸデジタルシアターがあったりするので人気である。

　待ち合わせ時間には余裕があった。

　のんびりと歩いて、映画館に入って、待ち合わせ場所に行く前にトイレに寄ることにする。

　今日観る映画は上映時間が五十八分で、映画にしては短い。なので大丈夫だとは思うけど、やっぱり映画の途中で集中できなくなったり席を立つことにならないよう、トイレは済ませておかなくちゃ、と思って。

　それに、髪やメイクも最終チェックして、おかしなところがあったら直したかったので。

（うん。オーケー）

　鏡の前で最終チェックをしてトイレの外に出た藍衣は、小学生低学年くらいの年齢の男の子が一人、しゃがみ込んで泣いていることに気が付いた。

「……ひっく、ぐすっ」

　そんなに大きな声ではないし、顔を覆って隠しているけど、これ、絶対、泣いている。藍衣はぎょっとした。

（え、えっ？　どうしたの？　保護者は？）

　周囲を見るが、男の子に声をかける人はいないようだった。その姿と声に、藍衣は胸がきゅっと締め付けられた。

「どうしたの？」

　そっと男の子に声をかけると、男の子は一瞬びくっと体を震わせ、藍衣を見上げた。

　だが、すぐにまたうつむいてしまい、さらに泣き声が大きくなる。

（怖がらせちゃったかな？）

　藍衣は焦りながら膝をついた。

　目線を低くして「全力で優しく！」と自分に言い聞かせてスマイルを浮かべる。

「大丈夫だよ。何があったの？」

　少し距離を縮め、優しく問いかけると、ようやく男の子は口を開き、泣きながらぽつぽつと話し始めた。

「……ふぃぎゅあが、ないの……」

「フィギュア？」

「お母さんと、お父さんと一緒に映画を見に来たんだけど、トイレに行ってくるって言って……ついて行くって言ったけどいらないって走ってって……ふぃぎゅあを失くしちゃって……探してたら戻る会場、何番かわかんなくなっちゃって……」

　あ、お母さんとお父さん、いるんだ。よかった――そんな思いが胸に湧く。






　それにしても、男の子はフィギュアどころか、バッグも何も持っていない状態だ。

「戻る会場、何番かわかんなくなっちゃって」と言う言葉から察するに、すでに入場を済ませていたということだろうか。

　この映画館は、上映会場が十二ある。呼び方としては、『スクリーン１』から『スクリーン12』まであるが――。

　藍衣は、男の子の肩にそっと手を置き、できるだけ優しい声で言った。

「大丈夫だよ、落ち着いて。まず映画館のスタッフさんに事情をお話しよう。フィギュア、すぐに見つかると思うんだ。戻る会場も、すぐわかるよ」

　男の子は涙でぬれた顔を上げ、少しだけ希望の光を取り戻したように見えた。

「ほんとに……？」

「もちろんだよ！　全力で探すからね！　何の映画、観に来たの？」

「あにめ」

　泣き止んだ男の子が、ぽつりと言う。貴重な手がかりだ。藍衣はにっこりとした。

「私もアニメ！　同じだね！　教えてくれてありがとう！」

　アニメの映画に絞れた。男の子の会場は、現在上映中、もしくはもうすぐの上映開始のアニメ映画の会場だ。

「フィギュアは、どんなフィギュア？」

「エンデヴァー」

「あっ、ヒロアカかな？　フレイムヒーローだよね。格好いいんだ！」

「うん。めっちゃ強いよ！」

　この子、ヒロアカが好きなんだ。

　藍衣は「私もエンデヴァー好きだよ！」と言った。

　男の子は眉根をグッと寄せ、歯を食いしばるようにして、「ぼくも、大きくなったらヒーローになるんだよ」と言った。「だから、もう泣かない！」みたいに強がっているのだろうか。可愛い。

「すごい！　応援するね」

　手をつなぎ、スタッフに声をかけると、スタッフはすぐに映画の会場を特定してくれた。それに、バッグとフィギュアも落とし物として親切な人が届けてくれていた。見知らぬ親切な人、ありがとう――藍衣は全力で感謝した。

　スタッフが「会場に一緒に行きましょうか」と男の子の手を握ったとき、男の子の両親がやってきた。

　慌てている様子で荷物を抱えていて、見るからに優しそうな、男の子への愛情をわかりやすく露わにしている両親だったので、藍衣は「よかった」と思った。

「あっ、お父さん、お母さん！」

「探したのよ！」

　目の前で無事の再会を見ることができて、藍衣はほっと安堵した。

「お父さんとお母さん、探してくれてたんだね。会えてよかったね」

「ありがとう、お姉ちゃん」

　男の子はもうすっかり元気を取り戻し、嬉しそうにお礼を言ってくれた。両親も「ありがとうございました」とお礼を言ってお辞儀してくれる。

「私もほっとしました。ぜひ、映画楽しんでくださいね！」

　子どもを助けられたことに満足感を覚えながら、ふと時計に目をやると、待ち合わせの時間を過ぎていた。

「あ、やばい……！」

　遅刻だ。

　普通の待ち合わせでも遅刻は相手に大迷惑だけど、映画は開始時間もあるので、本当にしゃれにならない。

　藍衣は心の中で何度も「ごめん、ごめん！」と繰り返しながら、待ち合わせ場所のプレミアムラウンジに急いだ。

　初めて入るプレミアムラウンジは広くて、明るかった。

（いた。紅雅君！）

　紅雅は韓国風のチェック柄のビッグサイズのパーカー姿で、藍衣とお揃いみたいに眼鏡をかけていた。格好いい。そんな場合ではないのに、思わず藍衣の胸が高鳴った。イケメンはどんなスタイルも似合うから、すごい。

（遅刻しちゃって、怒ってないかな？）

「ごめん、紅雅君。遅くなっちゃって！　全力で謝ります……っ！」

「それ、口癖？　全力ってやつ。よく言うよな」

　声をかけると、紅雅は「来てくれてよかった」と安心した様子で微笑んだ。胸の中にある不安を一瞬で吹き飛ばしてくれる、穏やかな春風みたいな微笑だ。

「あっ、そうですね。割と口癖です。何事も全力投球～、とか、一生懸命に生きよう、みたいな」

「へえ。意識高い系みたい……いや、立派だと思う」

　紅雅は生真面目な顔で頷き、真っすぐな視線を向けてきた。

「藍衣、来てくれてありがとう。俺は彼女を待つ時間を完璧に楽しんでたから、楽しい待ち時間をくれてありがとうと感謝したいくらいだぜ。ひとりだと出来ない体験だよな。ところで、何かあったのか？」

「迷子がいたんだよー！」

　藍衣が急いでさっきのことを簡単に説明すると、紅雅は優しくうなずいた。

「へえ。そうか、藍衣らしい。助けてあげて、立派だと思う」

「ううん、そんな……でもありがとう。そう言ってくれて、嬉しい！」

　紅雅の言葉に少し照れくさくなりながら、藍衣はバケツ入りポップコーンとコーラを買った。映画館ならではの、穴の開いたトレイにバケツ入りポップコーンとコーラを載せて両手で持つと、「これから映画だぞー」というワクワク感が高まってくる。と、同時に、焦燥感が掻き立てられる。

　コンセッションが大混雑で、行列の最後尾に並んでからお会計を済ませるまで十分もかかってしまったからだ。

　時間を見ると、すでに映画は始まっている。

「やばい、始まってるな。急ごう、藍衣」

「うん！　全力で！」

「転ばないように気を付けろよ。俺も両手がふさがってるから腕増やさねえと助けられない」

「おーけー、がんばって腕を増やして、紅雅君！」

「がんばるか……三本あれば足りるかな？」

「四本あった方がいいかもしれないね」

「余裕を持って五本にするか。俺、全力で腕を増やすよ」

　映画館の中に入ると、真っ暗な空間にスクリーンの光がぼんやりと広がっていた。

（うわあ、もう始まってる――他のお客さんの迷惑になっちゃう！）

　藍衣は真剣な面持ちで、紅雅と「静かに」「コッソリと」とアイコンタクトを交わした。

　足音を忍ばせながら、身を屈めて、こそこそとカップルシートの方へ進む。大音量の映画の音やセリフが響いていて、焦る。

　転んだりしたら目も当てられないところだったが、幸い、無事に座席に腰を下ろすことができた。

　ドリンクホルダーにトレイをセットすると、ほっとした。

（よかった。転ばなかった。映画もまだ始まったばかりだし……セーフ？）

　紅雅君、本当にごめんね、と視線を向けると、ぱちりと目が合った。

　紅雅はニコリと微笑み、暖色でチェック柄のブランケットを藍衣の膝にかけてくれた。

（紅雅君、いい人だなあ。ぜんっぜん怒ったりしないんだもん）

　カップルシートは、空間を広く使ってくつろげる。シートの座り心地も、抜群だ。

　赤い絨毯が敷いてあって、高級感がある。迫力あるスクリーンもいい角度で見られて、贅沢な視聴体験だ。

（映画、最初のオープニングを逃しちゃったな～。でも、まだ本格的にお話が展開するのは、これからだよね）

　山盛りのバケツ入りポップコーンをひとつまみして口に放る――美味しい。

　ポップコーンはコンビニやスーパーでも袋入りのスナック菓子コーナーにあるけど、映画館で食べると格別な感じがする。

「映画のお供にはこれ」みたいにブランディングされているからだ。緊張と高揚に染みるような冷たいコーラも、しゅわっとしていて心地よい。






　スクリーンでは、学校のシーンが流れている。

　観客の誰かが「ぐすっ」と鼻を鳴らしたのが聞こえて、藍衣は「え？」と思った。

　まだ、始まって五分ぐらいのはず。

　泣けるシーンでもなんでもない……でも、この映画のリピーターらしき観客は、何人もハンカチを目に当てていた。

（え～～っ。もう泣いてる～！）

　この映画『ルックバック』は漫画を原作にしているらしい。

「ヒットメーカー」の異名を持つ漫画編集者が編集を務めていて、漫画が発表されたときにも話題になったのだとか。

　映画館で公開されてまだ三日目だ。

（あ、あれ。前の方……左側の席で泣いてるの、麻友ちゃんじゃないかな。それに、麻友ちゃんより数列前の席に……ど、土橋先輩が。泣いてる～。あっ、うそ。あっちも泣いてる）






　藍衣は動揺しつつ、「あまり気にしちゃだめだよね!?」と見ないようにして映画に集中した。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　映画は、面白かった。

　観客の間には涙をすする音が聞こえてきて、藍衣も気がつけば、胸がいっぱいになっていた。

　ふと隣を見やると、紅雅はバケツ入りポップコーンを抱えていて、眉根をグッと寄せ、歯を食いしばっている。それが迷子の男の子と重なって、泣くのを堪えてるんだと理解した瞬間、藍衣は「可愛い」と思った。

　キュンとするって、こんな胸のときめきを言うのだろうか。
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　なんか、「格好いい！」とは方向性がちょっと違う感じだけど。藍衣はお気に入りのハンカチで涙を押さえながら、「紅雅君って本当に魅力的」と思った。映画もいいのだけど、一緒に観ている彼や、他の観客のリアクションが気になってしまう。

（こういうのを「職業柄」というのかな。自分がリアクション動画をしているから、こんなに気になるのかな？）






　映画のスクリーンでスタッフロールが流れて、綺麗な歌が響く中、観客は誰も席を立たず、黙々とスクリーンを見続けていた。

（みんなで泣いてる。みんなが一緒に、たぶん同じような気持ちになって、今、泣いている）

　その瞬間、藍衣は観客との間にある種の絆や、親近感や、仲間意識のようなものを感じた。

　映画館は、こういう感覚になれる場所なんだ。リアクション動画も、ちょっとこれに似ている。

　紅雅とも、映画の感動を共有することで、心が近づいたような気がする……。

「……いい映画だね」

「うん、すごく」

　ところで、映画は終わったのに、お互いポップコーンがまだまだ残ってる。

　映画に引き込まれたのと、映画自体の時間が短かったからだ。

　リピーターは、ポップコーンを最初から買ってない。

　なので、ポップコーンを抱えて「残っちゃったね」と言っている初見勢と、「今日もよかった」とハンカチを握りしめて出ていくリピーター勢は、わかりやすく見分けがつくわけだ。

「ねえ、ポップコーンが……」

「俺も思った」

　二人は「残っちゃったね」と笑いながらポップコーンの残りを食べた。これもまた、いい思い出だ。

「藍衣。この後、プレミアムラウンジに行こうか」

「うん。遅れちゃってゆっくり見れなかったから、実は気になってた！」

　二人はカフェでオニオンリングとフライドポテトを買い、席に運んだ。

　ドリンクは藍衣がオレンジジュースで、紅雅がグレープフルーツジュースだ。

　待ち合わせのときは堪能できなかったけど、プレミアムラウンジの椅子テーブル席からは、東京湾が一望できる。いい海景色！

　空も青々としていて、海は雄大だ。果てがない水平線と青空で形成される美麗な景色は、見ているだけで気分が晴れやかになる。

「最初から泣いてた人がいてびびったよな」

「うんうん。あの人たち、リピーターなんだね」

「俺たちも来週もう一回観るか？」

「いいね！　最初の方、観れなかったし……ほんとにごめんね」

「そのおかげでもう一回観る理由が出来たと思えば、感謝したいくらいだよ」

　紅雅はプラス思考だ。なんでも良いように考えてくれる。付き合えば付き合うほど、「いいな」と思える。

　藍衣は紅雅がすっかり好きになっていた。

「紅雅君って、本当にモテる男子の条件いっぱい満たしててすごい。片想いいっぱいされてそう」

「藍衣も、典型的な『片想いに気付かない女子』って感じだよな。別にそれが悪いとかじゃなくて、そういうところも可愛いと思うんだが」

「あはは、なんですか、それ」

「本当に……なんだろうな……」

　紅雅は窓の外の海景色に視線を向けて、遠い目をした。

　金髪の美少年が海景色に憂い含みの眼差しを向ける姿は、映画のワンシーンのように美しかった。

　ちょっと前までは、こんな風に自分が誰かと過ごす時間を持つなんて、想像もできなかった。

　人生って、不思議だ。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　時を同じくして、実は視聴者たちも現地に集まっていた。

「いやー、いい映画でしたね、皆さん」

　プレミアムラウンジの片隅で、集合するのは、二組のペア客だ。

　大学生の青年と、高校生の女子。清掃作業員の制服を着た中年のおじさんと、私服姿の保護猫カフェの店長だ。

　彼らは全員、腕に赤い布を巻いている『見守り隊』だった。

　ネットのコミュニティで声かけをして、当日集まったメンバーたちだ。

　お互い、ハンドルネームは知っているが、本名は知らない初対面の仲間たちである。

　他にも赤い布なしでコッソリと現地に来て見守っているメンバーが何人もいるらしい。

「泣いちゃったー」

「オレは二回目だから」

「でもお兄さん、泣いてたでしょ」

「二回目でも泣けるから。むしろ、観れば観るほど全部に泣けるようになるんで」

「ガチ勢じゃん」

　大学生の『クレイパンマン』という青年と高校生の『マユマユ』という女子がコーヒーとカフェラテをすすりながら「カップルは順調か！」と冷やかしの視線を向ける先には、配信者の紅雅と彼のビジネス彼女がいる。

　距離があるので会話は聞こえないが、外見はお似合いで遠目には仲の良いカップルにしか見えない。

「紅雅、手を繋げ、手を」

「キスしちゃえー」

　にやにやとオモシロ半分に見守る二人に対して、中年の『水色おじさん』と『保護猫カフェの店長』のペアは「キスはまだ早い」とか「青春ですなあ」とか言いながら見守っていて、カクテルと生ハムをのんびりと味わっていた。

「指先が触れて照れるくらいなら、お父さんは許すぞ」

「いやー、海は心が洗われますねえ……」

　オフ会の時間は、穏やかに過ぎて行く。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　藍衣と紅雅は、ＳＮＳを作品名で検索して感想を眺めていた。

「藍衣、この感想見ろよ。始まってから入ってきた二組がいてイラッとしてたらカップルシートに行って許さんってなった、だって」

「う、うわあ。私たちのことかもしれないね」

「だなあ。配信のネタにするか」

「謝罪配信になっちゃうね……！」

　話が無限に弾んで、いつまででも盛り上がっていられそうだ。

　楽しい――けれど、気づけば外は暗くなっていく。楽しい時間ほどあっという間に過ぎていくのは、なぜだろう。

「今日、楽しかったね」

「うん。すごく」

　紅雅の優しい言葉に、藍衣は心から頷いた。

「帰りは、家まで送るよ」

　紅雅はそう言って、運転手付きの高級車で家まで送ってくれた。

　高級車の車窓の外を、見知った景色が流れていく。まるで、自分が生まれ変わったような気分だ。

　けれど、シンデレラが舞踏会から帰るときみたいに、家に帰れば元の暗くて寂しくて寒々とした部屋が待っている。そんなシンデレラが藍衣には愛しく思えた。

















10．アパート












　アパートの前に到着して車から降りると、紅雅は一緒に降りてきた。てっきり、送るだけ送ってさっさと帰ると思っていたので、藍衣は驚いた。

「藍衣は、ここに住んでるのか。へえー」

　藍衣が住んでいるのは、風呂無しのぼろアパートだ。紅雅は物珍しそうに外観を見て、「なんかレトロだな」というコメントをしていた。上品な物言いである。

「築何年だ？　年季入ってるな。中見てもいいか？」

　紅雅は好奇心旺盛だ。「いいか？」と言いながら、さっさと建物の中に入っている。

「どうぞ……私の部屋はこっちなんですけど」

「ふーん。ふーん。通路、狭いな。耐震性とか大丈夫か、この建物？　なんか心配になる……部屋も見たいな」

　紅雅はお化け屋敷を探検するみたいな顔で「うおっ、蜘蛛の巣！」とか「壁がヒビ割れしてるぞ」とか言いながら写真を撮ったりしている。

　楽しそうだ。

「あのー、すっごく狭くてびっくりすると思うんですけど、お茶を出しますよ。中にどうぞ」

「いいのか？　じゃあ、遠慮なく。お邪魔します」

　部屋は片付いているはず。

　狭いけど、見られて困るものが散らかったりはしていないはず――と考えながら薄いドアを開けて中に誘うと、紅雅は「すげえ」と声をあげた。

「藍衣の部屋は玄関のドアを開けてすぐベッドが見えるのか。タイパがいいな」

「あっ、はい。すぐ寝れます。寝坊してもすぐ外に出られます」

「しかし、危なくないか……？　不審者がドア開けてすぐ襲えるんだぞ」

「鍵をしっかりかけてますから」

「へえ……」

　藍衣の部屋には、椅子がない。

　カーペットの上に、ローテーブルと座布団を置いているだけだ。

　ワンルームの部屋を見渡す紅雅に座布団を勧めてコンロでお湯を沸かしていると、紅雅はスマホを弄り出した。

「藍衣。このアパート、風呂がないのか……？」

　アパートについて調べていたらしい。

「あ～、紅雅君。それはですね、近くに銭湯があるので、通ってるんです」

「せ、銭湯……？」

　唖然とした様子で今度は銭湯を検索して、紅雅は眉を寄せた。

「紅茶が沸きました、紅雅君」

「ありがとう、藍衣。ところで、この部屋は居心地がよくて好きだが、心配になる部分もあるので俺はこのアパートを買うことにする」

「はい？」

　何か変なことを言われた気がする。

　藍衣は首をかしげつつ、ローテーブルの上にティーカップを置いてお茶を注いだ。

　この家で、ケースワーカーさんじゃない人をおもてなしするのは、初めてだ。






「お菓子、ローソンの塩味昆布があったのでどうぞ……これ美味しいんですよ」

　塩味昆布をパッケージから皿に移して出すと、紅雅は「ありがとう」と言って昆布をくわえた。

「俺も昆布は好きだ。アルカリ性を感じる」

「なんですか、それ」

「ほら、アルカリ性が強いって言うだろ。酸性に傾きがちな血液を中和するって。噛んでると『今、中和されてるんだな』と思うから好きだ」

「そんなことを思いながら食べてるんですか……紅雅君って面白いですね」

　紅雅は藍衣の暮らしぶりを馬鹿にしないし、何事もできるだけ褒めてくれようとしているのが伝わってくる。藍衣は「本当にいい人だな」と思った。

　二人でお茶を飲んでいると、紅雅は部屋の隅にある小さな仏壇に物問いたげな視線を向けた。

「あちらは？」

　すごく遠慮気味に問われてしまった。

「お母さんです」

　藍衣は、「不幸自慢みたいにはしたくないな」と思った。

　藍衣の境遇を話すと、みんな「可哀想に」「大変ね」と優しい憐憫の情を置いて距離を置く。

「相手の立場になって考えると、そう言うしかないよね」と藍衣は相手の気持ちがわかる。

　対等だった関係が、境遇というカードひとつで「藍衣という子は可哀想で、気を使わないといけない相手だ」と変化する――それは悪いことではなくて、不満に思うようなことでもない。どちらかというと、「あなたは優しいですね、ありがとう」と感謝するようなことだと思う。

　でも、紅雅には、変に同情されたくなかった。なので、ちょっとだけ心配したのだが、紅雅は同情的な気配というよりは、共感の色を濃くしていく。

「そうか。実は、俺の母さんも死んでる。事故だったんだけど、俺たちは同じだな……と言ったら、気を悪くするか？」

「えっ。そうなの？　ううん、全然、気を悪くしたりなんて、しないよ」

　母の仏壇に手を合わせる横顔を、藍衣は感慨深く見守った。

（ああ、紅雅君も、お母さんを失くす気持ちをわかってる人だったんだ）

　紅雅は優しい。同時に、自分と対等のままだ。自分が見ているのと同じ「母親を失くした子の世界」を、紅雅も見ているのだ。同じ視点を持っている仲間だったのだ。

　藍衣はそれを感じて、胸が熱くなった。

「あと、もう一個。実は言いたいことがあって……」

　仏壇に挨拶を終えた紅雅が改まって何かを言おうとしたとき、ドアの外でゴトッと音がする。

　なんだろう、と思っていると、紅雅がスマホを見て、表情を険しくした。

「藍衣。外に不審者がいたみたいだ」

「えっ？」

　――不審者？

「念のため、ＳＰが外で護衛してくれていたから。不審者に気付いて、捕まえてくれた」

「えええっ？」

　ＳＰが外にいたとは、気づかなかった。

　そして、不審者とは？

　おっかなびっくりドアを開けてみると、体格のいいＳＰの男性が『不審者』を取り押さえていた。

　不審者は男性で、真っ黒なパーカーにジーンズ姿だった。

　彼の手にはチョコやグミが入ったレジ袋と、真っ白い封筒があった。

「ち、ちがいますよっ。ボクは、ただのファンですっ、さ、差し入れを持ってきただけでっ」

「……ファン？」

　紅雅が封筒を取り上げ、中に入っていた便箋を広げる。

　なんて書いてあるのだろう。好奇心が不安を上回って、藍衣は便箋を覗き込んだ。






『君の笑顔が好きだった

　それは僕のためじゃないと知ってるけど

　彼の隣で輝く君を

　ただ遠くから見つめるしかなくて

　手を伸ばせば届く距離なのに

　触れれば壊れてしまいそうで

　言葉にできないこの想い

　胸に秘めたまま、いつも笑ってごまかした

　君は気づいてる？

　それとも、気づかないふりをしてるのかな

　彼がいるから、僕の想いは

　決して叶わないと、わかってる

　でも、どうしても君を忘れられない






　今夜もまた、名前を呼べずに

　心の中で、そっと呟くんだ






　君が幸せでありますように

　僕の痛みが、少しでも和らぎますように』






　……ポエム？

「ふーむ。片想いを拗らせたストーカー予備軍ってところかな」






　紅雅は剣呑な目で少年を見て、「家の住所はどうやって知ったんだ？」と問いかけた。

「保護ネカフェの外で出待ちして、出てきた後は尾行しました」

「よし、立派なストーカーだな。通報しよう」

　ストーカーは警察に引き渡されて、厳重注意してもらった。

　紅雅は「やっぱり、顔出しすると変なファンも出てくるよな」と心配そうに言った。

「大丈夫です、紅雅君」

　そう言いつつ、本音ではちょっと心配になってしまった藍衣である。

　それを見越したように、紅雅は提案してくれた。

「俺の家に来ないか？」

「……」

　一瞬、何を言われたのかわからなかった。

　三秒ほど経って理解して、藍衣は驚愕の声をあげた。

「えええええっ？」

　危ないから、とか、色々ともっともな理由を言ってくれたが、藍衣は遠慮しておいた。

「申し訳なさすぎる」という思いと、「それって同棲というのでは！」という意識があって、さらに言うなら、「今のままでいる」という楽な方法と「変化する」というストレスが天秤にかけられて、楽な方に傾いてしまったので。
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　やがて、紅雅は帰っていった。

「じゃあ、俺は帰るけど。くれぐれも、何かあったら連絡するんだぞ！」






「あ、感想配信……しなかったし、いつするかの打ち合わせもしてないや。いいのかな？」

　ビジネスのことを忘れていた。

　普通に彼女な気分でデートしてた――藍衣は自覚してちょっと照れた。

（ああ、疲れたな。今日はもう、このまま家でのんびり過ごして寝ちゃおうかな）

　ふわっと疲れが押し寄せてくる。

　でも心地よい疲れだ。スマホを取り出して、今日撮った写真を見返していると、食べ残しのポップコーンを持った紅雅の笑顔が映っていた。

「本当に楽しかったな……なんか、変な人も出たけど」

　ストーカー事件は、ニュースでよく話題になる。

　だいたい話題になるときは起きてはならない結末がセットになっていて、一人暮らしの女性にとって怖い話だ。

　考えていると、スマホに通知が入った。紅雅からの通話だ。






「藍衣、急に電話してすまない。今日はありがとう……」

「紅雅君。電話ありがとう、声が聞けて嬉しいです！」

「今からホ……いや、なんでもない。けっこ……ぜんら？　おい、お前ら……」

　紅雅は、意味不明なことを言い出した。誰かと一緒にいるのだろうか？

「紅雅君？」

「こほんっ。なんでもない、すまん。今お前の背後にいる」

「ええっ？」






　後ろを見るが、当然、無人だ。

　ストーカーに怯えていると思って、怯える気持ちを笑いに変えようとしてくれているのかな？

　藍衣はポジティブに解釈して、「思わず後ろを見ちゃったよ！」と笑った。

「変な冗談言って悪い。次は俺の部屋で配信しようぜ」

「わあっ。楽しみ！」






　明るくて楽しい思い出で今日を締めくくり、安心して眠れるように印象付けてくれるのだ。そう感じたので、藍衣はストーカーのことを思考から追い払った。

　考えていてもどうにもならないことに脳のリソースを使ってストレスを溜めるより、楽しい気持ちで前向きになろう――そう思った。






　通話を終えた後、インスタグラムや友達の投稿をチェックしていると、事前に「デートする」と言って応援してもらっていた友達が「どうだった？」とメッセージで興味津々だ。

「楽しかったよ！」とお返事をして画面を眺めているうちに、眠くなってくる。気持ちよく眠れそうだ。

　藍衣はスマホを置いて目を閉じた。紅雅との楽しい時間が頭の中をぐるぐると巡り、夢と現実の境が曖昧になっていく。

（本当の彼女だったら、よかったのにな）

　そんなことを考えながら、藍衣は静かに眠りに落ちていった。
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「紅雅。早かったな。いや、いいことだ。帰りが遅いと心配するから。早く帰って来て偉いぞ」

「……ただいま。父さんも早く帰って来て偉い」

「父親を労ってくれる息子なんて、そうそういない。紅雅は最高の息子だな！」

　紅雅が自宅に帰ると、父親がちょうど帰宅するところだった。

　父はどこで何をしてきたのか、なぜか清掃作業員の制服を着ている。しかもちょっと汚れていて、本当に働いてそう。組織のトップながら末端作業員の仕事を自らこなして気持ちを理解しようとしたのだろうか。

　自室でメンバー限定の配信を開始すると、結果報告を待ち望んでいた限定メンバーたちはすぐに集まってきた。







：待ってた！

：紅雅おかえり～！

：電車の中で見てるよ。今日も働いた俺をみんなよしよしして

：勤労マンよしよし

：お仕事おつかれっす

：紅雅、手は握ったか？

：告白したか？

：キスした？

：子供産まれた？

：子供は１日で生まれないでしょ

：みんな落ち着いて








　限定メンバーたちはハイテンションだ。

　期待を感じて、紅雅は「これはまずいぞ」と内心で焦った。

　この雰囲気の中で「実は俺、告白できんかった」と言えば、みんなを落胆させてしまう。

「紅雅、へたれ」「コミュ抜けます」と言われてしまうのではないか。

　ここは告白の話題をせず、誤魔化してはどうだろう。

「いいか、みんな。今日の藍衣は可愛かった。いつも可愛いが。あと、優しさが爆発していた。なんか人助けしたらしいんだ。今の世の中、なかなかいないよな、そんな子。しかし、俺の彼女は幼稚園の頃から優しさがレベルマックスなんだ」

　必殺、惚気トークだ。てぇてぇに期待しているメンバーには、これが本当に喜ばれる。







：惚気ごちそうさまです

：てぇてぇ

：この感じだと告白してないな

：しーっ（笑）

：次のデートの約束は取り付けたんか？

：感想配信はよ








　限定メンバーたちは、惚気を喜びつつ、誤魔化されてくれない。

「あと、視聴者の中からストーカー野郎が出た。警察を呼んで厳重注意してもらったが、次に似たような奴が出たらただではおかないので、肝に銘じてほしい。そうそう、次のデートの誘いも今からするんだ。こういうのは早い方がいいからな……見てろ」

　紅雅はみんなが見ている前で藍衣に電話をかけた。

「藍衣、急に電話してすまない。今日はありがとう……」







：相手の声が聞こえないから想像しながら聞いてる

：その行動力、いいぞ

：どきどき

：紅雅、これ言ってみて→「今からホテル行かね？」








「今からホ……いや、なんでもない」

　紅雅がつい読んでしまうと、視聴者は大喜びで大喜利を始めた。







：「結婚しよう」これで

：「実は俺、今、全裸なんだ」

：「今お前の背後にいる」

：みんな、紅雅君で遊びすぎ！（笑）








　限定メンバーたちは紅雅に言ってほしいセリフを好き勝手にコメント投稿している。

　完全に冷やかしモードだ。

　紅雅は苦笑しつつ、大胆にデートを申し込んだ。

「次は俺の部屋で配信しようぜ」







：部屋デートだと!?

：紅雅！　本気出したな！

：きゃー！








　藍衣はすんなりとオーケーしてくれた。電話を終えて、紅雅は満面の笑みを浮かべて限定メンバーに宣言した。

「次こそ、俺は部屋デートで告白する！　見てろ！」







：今日は告白してないのを認めたな！

：次回に期待だね

：いいんだよ、ゆっくりで

：紅雅、がんばれ

：デート申し込んでえらい








　限定メンバーたちは保護者感をバリバリに高めつつ、応援してくれた。

「よし、みんな！　作戦会議だ……！」






　夜は長い。配信者と限定メンバーの夜は、まだまだこれからだ。
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「み、みんな～、聞いて。家に誘われちゃった……！」

　一方、翌日の高校で、藍衣もまた、女子グループに報告をしていた。

　麻友を始めとする女子友達は、みんなで騒ぐためのネタを待ち構えていたようで、大興奮だ。

「おおー！」

「やったじゃーん！」

　麻友は、自分のことのように喜んで、張り切っている。

「放課後、マックで先に映画館デートの反省会。その後は次のデートの対策会議するよ！」

　授業開始のベルが鳴り、教室に入ってきた先生は「今日もお前ら楽しそうだなぁ！」と笑いながら授業を始めた。

「授業もいいが、友達と仲良くわいわいするのは本当にいいことだ。花丸！　ちなみにここ、テストに出るぞー」

　テストに出ると言われた箇所を慌ててノートに取ると、「先生の推しに彼女ができました」と書いてある。

「先生の推しに彼女ができたことを覚えさせられる日本の教育、終わってる。教育委員会にクレームしまーす」

　生徒が遠慮なく物申すので、先生はしょんぼりとしながら黒板を消した。






　昼休みの時間には、なんと話したことのない隣のクラスの女子もやってきた。

「昨日、紅雅と映画デートだったんだって？」

「えっ、どうして知ってるの？」

「ふふ、偶然、別の子から聞いたの。たまたま映画館にいたみたいでね。言わないつもりだったけど、やっぱり気になって聞いちゃった。どうだった？」

　背後にいる子が「限定配信……」と言いかけて、他の子に口を塞がれている。

（限定配信？）

　気になりつつも、藍衣は愛想よく返事をした。

「うん、すごく楽しかったよ。映画も感動したし、そのあとプレミアムラウンジにも行って……」

「へぇ～、それってもう完全にカップルコースじゃん！」

　――カップルコースだって。

（えへへ……私もそうじゃないかなって思った。あ、これって、リアクション配信にニヤニヤする視聴者の気持ちに近いのかな？）

　自分が欲しかった感想って、こんなに気持ちいいんだ！

　藍衣は「次のリアクション配信は、視聴者が何を欲しがってるか考えて欲しい言葉を言ってみよう」と思った。






「紅雅君って、思ってたよりも話しやすいし、優しいんだよー」

　藍衣は照れながらも、惚気た。

「世界一優しいと思う。だって……」

　ストーカー対策で家に住まわせてくれる提案までしてくれるんだもの。すごいよ。

「こいつめ、めちゃ惚気るじゃん！」

「ベタ惚れだー！」

　女子たちが笑ってくれる。

「うん……好きなんだよ」

　じつは、片想いなんだ……本音をそっと心にしまいつつ、藍衣は友達と楽しい時間を共有した。
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　数日後、藍衣は紅雅の家を訪ねた。

　紅雅の家は、東京の閑静な高級住宅街にある。

　どの家も塀が高くて、幅の広い道を歩いているだけで緊張する。

「藍衣。行き過ぎだ。こっちだ、こっち」

「あっ、紅雅君」

　紅雅が案内してくれた吉祥院家は、見上げるほどの大きな黒い門に守られていた。

　門にはセキュリティカメラが複数設置されており、インターフォンには顔認証システムが搭載されていた。紅雅が顔認証して中に入れてくれるのだが。門の内側、玄関までの長いアプローチには、左右に整然と植えられた桜が爛漫に咲いていて、しかも、プールがある。

「広い！　綺麗な桜！　わあ、それにプールがある……！」

「今度プールで遊ぶか？　夜になると色合いを切り替えできる水中ライトが点灯できて結構楽しいんだ」

「自宅にナイトプールがあるって……」

　途中には、ピンクや紫、水色の板に星が散らされたユメカワな見た目の犬小屋もあった。

　飼い犬らしきドーベルマンは、大きな犬小屋の前で貫禄たっぷりに寝そべっていた。「精悍」という言葉が似合う雰囲気だ。

「ドーベルマンがいる……」

「アイというんだ」

「へぇ、私と同じ名前！　強そう……」

　アイって名前は、珍しくもなんともない。でも、同じ名前だと親近感が湧く。

　小さい犬だったら近寄って撫でてみたいところだけど。

「見た目倒しだよ。可愛い奴なんだ」

　紅雅は「ほら」と人さし指を立てて、グルッと円を描くハンドシグナルをした。

　すると、ドーベルマンのアイは「あう！」と鳴いてコロンと地面に転がり、お腹を見せた。目が宝石のオニキスみたいに、キラキラしている。潤んでいる？

（あっ、怖くないかも）

「いい子だ、アイ」

　なんだか、自分が呼ばれたのかと勘違いしてしまいそう。

　紅雅は「甘えてるんだ。撫でると喜ぶんだよ」と言って、ドーベルマンのアイをわしゃわしゃと撫でている。すると、アイは「くぅん、くぅん」と甘えた声をあげ、気持ちよさそうに尻尾を振っている。

「か、可愛いかも」

「可愛いだってさ。よかったな、アイ」

　ドーベルマンのアイに「またね」と手を振って玄関に入ると、まず目に飛び込んでくるのは広いホールだった。

　天井は高く、床は大理石のような滑らかな質感の白いタイルで覆われている。

（なんか、すごい）

　居間らしき空間は、窓が大きくて外の庭風景がよく見える。

　それに、吹き抜けになっているので、二階、三階から見下ろせるようになっているのだ。

「藍衣、こっち。俺の部屋は二階にあるんだ」

「なんか、すごいお家ですね。紅雅君」

　家というより、ホテルだ。

　住む世界が違うとは、まさにこんな人のことを言うのだ。

「藍衣のリアクションが可愛くて、配信したくなる――いや、違うな。独り占めしたくなる」

　さらりと言われて、藍衣はどきっとした。可愛いとか、独り占めとか。浮かれてしまいそうなことばかり。

「紅雅君は、ほんっとうに、勘違いされやすいタイプだと思います……！」

「というと？」

「えっと、モテる」

「確かに俺はモテる」

　事実を淡々と認める気配は、「それがなにか？」という感じだった。






　話しながら着いたのは、ホテルのスイートルームみたいな部屋だった。

　藍衣はスイートルームに泊まった経験がないけど、テレビやネットで観たスイートルームが、こんな雰囲気だった。






　まずドアを開けてすぐの空間は、テーブルとソファがあって、壁際にグランドピアノもある。

　横にスライドするタイプの仕切りがあって、本棚がいっぱいと、勉強机（と呼ぶには格好よすぎる）がある。

　さらに、壁に続き部屋のドアがあって、個人部屋であることを考えるとドアの向こうにはベッドがあるのかも。






「バルコニーがあって、半露天風呂が楽しめる」

「なんですかそれ。ふざけてますか。どっきりとかですか、これ」

「ふざけてない。俺が日常を過ごす部屋だ。ちなみに、配信部屋はあっち。防音室になっていて、ゲーミングＰＣがある」

「わ、わー、わー、わー」

　もう、「わー」しか言えない！

「藍衣が壊れた……」

　ソファに座ると、恐ろしく座り心地がよかった。ふっかふかだ。

　しかも、ソファのファブリックが高級そうで、汚してしまわないか震える。

「そんなに怖がらなくてもいい。ホラーハウスじゃあるまいし」

　紅雅が「配信するか」と準備を始めたとき、コンコンとドアがノックされた。

「ただいま留守にしている」

「嘘をおっしゃい」

　紅雅が真顔でドアに向かって言うと、ツッコミ付きでドアがガチャっと開けられた。






　ドアの向こうから姿を見せたのは、お皿や急須や湯飲みを載せたワゴンを押すメイドおじさんだった。

　メイドおじさんとは、メイド服を着たおじさんだ。フリフリで、ピンクの。

　イロモノな格好なのに、なぜか格好いい。顔が渋くて格好いいからだろうか。眉間にしわを寄せて刑事ドラマとかで犯人を追い詰めるのが似合いそうな渋さがある。でも、メイドだ。

「藍衣ちゃん、吉祥院家へようこそ。紅雅の父親の水色みずいろだ。水色おじさんと呼んでくれ」

「あ、橋土藍衣です……！」

　なんとメイドおじさん、大企業グループの総帥だった。偉い人だ。とてもすごい人だ。

　でも、水色おじさんでメイドおじさんだ。

「水色おじさんは健全な二人を応援しているよ。これは歓迎と応援の気持ちをこめた幸梅さちうめひとくち最中だよ。優しい甘さのあんこで、おじさんは大好きなんだ。こっちは緑茶だよ。急須に入れてるが、中身はペットボトルの伊右衛門さ……」

「あ、ありがとうございます」

　最中を並べた皿と急須と湯呑を置く水色おじさんは、あやしい。

　しかし、このおじさんは偉い人だ。藍衣は困惑を深めた。

「父さん。あとは俺がやるから出ていってくれないか。なんか、ドン引きされてると思うし」

「なにっ。父さんを追い出してしまうのか。父さんはこんなに接待マインドにあふれているのに」

「出ていってほしい」

　紅雅はぴしゃりと父親を追い出し、緑茶を湯呑に注いでくれた。

「俺の父さん、仕事熱心なんだ。『トップは従業員の気持ちに鈍感になりやすいから、従業員の気持ちがわかるように彼らの仕事を体験しよう』って、たまにああやって奇矯なことをしてる」

「あ～～、それであんなことを。い、いい人じゃないですか」

（大企業グループの総帥って、もっと冷たかったり尊大だったりする人かと思ってた。あんな風に普段から動き回ったり話しかけたりしているなら、従業員に好かれてそう）

　藍衣が感心していると、紅雅は「さっきの話だけど」と改まった態度で湯呑を渡してきた。

　湯呑はほっかほかの湯気を立てていて、気持ちの安らぐ緑茶の匂いがする。

「いただきます」

「うむ、いただいてくれ。あと、俺はお前が好きだ」

「ごほっ……」

「あっ。大丈夫か？」

　いきなり言われて、藍衣は衝撃でごほごほとむせてしまった。

「っだ、だい、じょうぶ」

「タイミングが悪かったな、すまない」

　紅雅は反省気味に言いつつ、背中をさすってくれた。

　そして、真顔で告白を続けた。

「俺は実は、こう見えてかなりヘタレでビビリでダメなやつなんだ。ダメダメだ」

「えっ」

　空色の瞳は、本気の温度感だった。

「俺がイケてるのは家柄とルックスと学校の成績ぐらいで、性格はすげえ意気地なしで奥手なチキン野郎なんだ」

「家柄とルックスと学校の成績がイケてたら十分すぎません？」

　ついツッコミを入れてしまう。そんな場合ではないのに。

「十分じゃない」

「あ、はい」

　紅雅はキリッとした顔で言って、パソコンで自分の動画チャンネルを見せてくれた。

　契約書で「動画チャンネルはプライベートで見ないように」とあったので、新鮮だ。

　見せてくれたのは、月額料金を課金するメンバー限定のコミュニティだった。

　コミュニティ内の投稿メッセージでの交流ログでは、「紅雅の片想いを応援する」という企画が立てられていて、メンバーが「これをしてはどうか」「ああしてはどうか」と意見を出しまくっていた。

　これは、つまり……これは？






「幼稚園のときにお前に一度会ってて、それからずっと片想いしてたんだ」

「ふぇっ？　そ、そんなに前からっ？」

　寝耳に水である。

　驚く藍衣に、紅雅は幼稚園での出会いと、今日までの片想いの日々を教えてくれたのだった。

「俺がヘタレなばかりに色々と困らせてすまないが、この……クレイパンマンというメンバーが、『本当に好きならビジネスって言わずに普通に好きって言ったらいいんじゃねえの』とメッセージをくれて」

「ほ、ほ、ほう！」

　藍衣はメッセージを見せてもらって、「あれ」と目を瞬かせた。

　黒猫のアイコンが、保護猫カフェ『ゆめねこ』の孤高の黒猫ルーナだったのだ。

　上から見下ろす冷めた感じの目。

　いつか土橋先輩が苦労してつけた、ピンクのリボン付きの首輪。

　猫カフェの天井……。

（あれ～～っ。こ、このクレイパンマンさん……？）

「そんなわけで、俺と付き合ってほしい。もし俺への恋愛感情がまだなくても、これから好きにさせてみせるから」

「あっ……」

　ほんの一瞬、クレイパンマンに気を取られていたが、藍衣は真っ赤になり、頷いた。

「あの、私も、紅雅君が好きです。だから、嬉しい……！」

　こうして、この日、二人はビジネス関係ではなく、本当のカップルになったのだった。






　配信で「本当のカップルになりました」と報告すると、限定メンバーたちが大喜びで祝福してくれた。

　初見メンバーや、無課金でいつも観ていたメンバーたちは「どういうこと？」とびっくりしていて、事情を説明すると「課金してコミュニティ入っておけばよかった。すっごく面白そうじゃないか」と悔しがっていた。






「それでは、カップルになった記念に今から、手を繋ぐ」

　紅雅が生真面目な顔で言い、藍衣と手を繋いでみせると、視聴者はたくさんコメントをしてくれた。







：小学生か！

：見ろ、あの自慢げな顔を

：手を繋ぎたかったんだね（笑）

：おめでとう

：幼稚園児かな？

：手を繋ぐだけでこの騒ぎである

：藍衣ちゃんのコメントを聞きたい

：彼女、ご心境は？








「あの……シンデレラの気分です」

　やばい、変なことを言っちゃった。

　藍衣は熟れきったトマトみたいになって恥ずかしがったが、コメントは優しかった。







：可愛い

：彼女もピュアだった

：シンデレラって

：やだ、見てる方が恥ずかしい

：ピュアキッズカップルだよ

：応援する（笑）

：いやいやシンデレラはないわー

：いつの時代の夢見る少女だよ

：天然記念物級の純真か

：保護しなきゃ

：手を繋いだだけで悦ぶ彼氏とシンデレラに夢見る彼女です

：変人と変人？

：お前らお似合いだよ！

：変人じゃなくて恋人だ

：うまい








　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






　ところが、その日の夜から異変が始まった。

　藍衣が一人暮らしをするマンションに、再びストーカーらしき誰かが来たのだ。

　最初は、ポストに「ファンです」「応援してます」「ストーカーじゃないです」という手紙と差し入れが入っていただけだった。

（注意してもらったはずなのに、また来ちゃったんだ、この前のストーカーの人……？）

「あのう、ストーカーの人、また来ちゃってます」

　警察に相談すると、警察は「巡回を強化するようにして、相手にも注意します」と言ってくれた。

　しかし、数日後には再びポストに手紙とお菓子が入っている。

　差し入れとして送られてくるお菓子は、どれもコンビニで売っているような普通のものだけれど、その心遣いに感謝するどころか、藍衣はどんどん不安になっていった。

「尾行されたりしてないかな。話しかけてきたりしないかな。家に入ってきたりしないかな？」

　考えるたびに、心臓がざわついた。

　アパートの入口で待っているのではないか、道端を歩いているときに突然現れるのではないか。

　すれ違う人は、配信を観ている人ではないか。

　後ろを歩いている人は、私を知っている人ではないか。

　周囲にいる人たちの中に、ストーカーが紛れているのではないか……。

　そんな恐怖がじわじわと高まっていって、「そうか、紅雅君が心配していたのは、こういう感覚になることだったんだ」と思った。






　そしてある日、ついに紅雅に相談することにした。

「紅雅君……あの、ちょっと困ってることがあって……」

　意を決して話した藍衣に、紅雅は表情を曇らせた。

　配信中の彼の快活な笑顔とは打って変わって、真剣な顔つきだった。

「それ、完全にストーカーが悪化してるな。それか、模倣犯か。捕まえよう、藍衣。それが一番安全だよ」

　紅雅は、迷う藍衣をじっと見つめながら、毅然とした声で言った。

　彼の決意は固いようで、引き下がる気配はなかった。何より、その強い意志に触れて、藍衣の中に小さな安堵が芽生えた。

　その夜、二人は藍衣のアパート近くで待機することにした。

　紅雅が用意してくれた張り込みの計画は綿密で、彼の豪邸でお世話をしているＳＰたちも協力してくれた。

　アパートの周囲は監視され、藍衣は部屋で息を潜めて待った。

　そして、夜半過ぎ。静寂を破るように、ポストに何かが投函される音が響いた。

　紅雅が素早く動き、張り込んでいたＳＰたちとともに、怪しい人物を捕まえた。その男は先日のストーカーと同じ人物で、彼がポストに入れたのは、藍衣への差し入れの菓子だった。

「もう大丈夫だ。こいつ、警察に引き渡すよ」

　紅雅が藍衣にそう言いながら、男を警察に連行させるのを見守った。藍衣は、ようやく解放された気持ちで深く息をついたが、すぐに新たな不安が胸を締めつけた。

「……またこんなことがあったら、どうしよう」

　紅雅はそんな様子を見て、安心させるように優しく微笑んだ。

「藍衣、俺が責任持つよ。前も誘ったが、うちに来て、俺の家で一緒に暮らそう。父さんにも話した。『健全な関係で』ってめちゃくちゃ念押しされた。もちろん、変なことはしないし、安心していいぞ」

　紅雅の言葉に、戸惑いながらも心の奥で安堵感が広がっていく。

　確かに、ここで一人暮らしを続けるよりも、安全で、安心できる環境が彼の家にはある。

「あの、それなら、住み込みで家事手伝いとかでも、いいですか？」

「俺は別に、何もしないで気楽にしてくれて構わないのだが。藍衣は働き者だな」

「な、何もしないで居候は、肩身が狭すぎるので……っ」

　そして、その夜、藍衣は紅雅の豪邸に移り住むことを決めた。






　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆






「このたびは、本当にありがとうございます。これからお世話になります。どうぞよろしくお願いします」

「うちの紅雅のせいで本当にすまないねえ。責任を取るからねえ」

　紅雅の家に引っ越しをした藍衣を、『水色おじさん』は歓迎してくれた。

「女の子がいると家が華やいでいいな。配信でいつも観てるし、なんだかもう身内気分になってしまっている……藍衣ちゃん、おじさんのことをパパと呼んでくれてもいいよ」

「えっ。それは、恐れ多いです」

「父さん、女子の部屋に居座るなよ。出ていって、ほら」

「それを言うなら紅雅もじゃないか？　父さんだけ除け者にするなよ～」

　この父子は、仲がいい。藍衣は二人のやりとりに和んだ。






　藍衣の新しい部屋は、三階に用意してもらった。

　白を基調とした広い部屋で、家具も白で統一されている。

　ふわふわのラグに、勉強用の机に、ドレッサー、衣装棚。「ここで寝るの？　漫画みたい！」とびっくりしちゃうような、天蓋付きのベッド。

　巨大なクマのぬいぐるみもあるのだが、クマまで真っ白――白クマさんだ。

　全体的に、すごく可愛い。少女趣味というか、お姫様感がある。

「なんだか、夢みたい」

　窓際に寄って純白のカーテンの隙間から外を見ると、夜の街の灯りが遠くにきらめいていた。景色がとてもいい。

「本当にありがとうございます、紅雅君」

　紅雅は、静かに藍衣に近づいて隣に並んでくれた。いつもひとりぼっちだった時間に、誰かと一緒にいる。そう思うと、藍衣は嬉しくなった。

「藍衣。俺の方がお礼を言いたいくらいだよ。というか、俺は本当に、全力で謝らなきゃ。俺のせいなんだし」

「そ、そんなことはないですよ！」

「いや。ある」

　紅雅が囁くように言葉を紡いだ。なんだか、その瞳には見たことのない渇望めいた熱が宿っている。

　その熱が甘酸っぱい何かを予感させるので、藍衣はドキリとした。

「俺だって、幼稚園のときから藍衣のことを追い続けていて、父さんに『ストーカーになるなよ、だめだぞ』と言われまくってたんだし。それでお前に近付いて、変な嘘ついて配信に出させて、そのせいで俺以外のストーカーを増やしてしまった……」

「こ、紅雅君……」

「申し訳ないと思っている。ごめん。でもって、俺はその上でお前を俺だけの彼女として独占したくて……ストーカーが危険だからとか、安全のためとか、責任とか、俺がお前を守るとか、それっぽい綺麗ごとの言い訳ばかり並べておいて、本心はただ一緒にいたいだけなんだ！」

「えっ、えっ、いえ、普通に嬉しいですよ、その言葉。私、すごく嬉しい……あれっ。守るっていうのは、言われたかな……？」

「言おうと思ったけどなんか格好つけてる感じになって恥ずかしいなって思って言えなかったんだ！」

「あっ。さ、さようでしたかーっ!?　ご、ごめんなさい。その……言ってくれて嬉しいです。漫画のヒロインになったみたいな気分……もっとそういうの言ってみてほしいくらい！」

　贅沢かな？　と思いながらリクエストしてみたら、紅雅は「俺も言ってみたいセリフはいっぱいあるんだよ！」と照れながらセリフを羅列してくれた。

「好きだとか。好きだとか。めちゃくちゃ好きだとか……好きだってことをだな、俺はいつも脳内で言いたくて」

「好きがいっぱい……」

「キスだって、したい」

「あっ……そ、それは、私もしてみたいと最近思うようになりまして……前は興味がなかったのですが……」

　人間って、不思議。

　前は恋愛どころじゃなかったし、誰かと恋愛するイメージもなくて、自分には縁がないと思っていたのに、今は彼氏と「キスをしてみたいよね」なんて話をするようになっちゃった。

　藍衣がしみじみとしていると、紅雅は藍衣の肩に手を置いた。

　優しく触れられた感触に、心臓が跳ねる。

「……藍衣」

　紅雅の整った顔が近づいて来て、藍衣は息を呑んだ。

（わあ、これって、もしかして……!?　するんですか、今っ？）

　わぁ、わぁ――！

　藍衣はぎゅっと目を閉じた。

　心臓の鼓動がさらに速くなるのを感じ、息をするのも忘れそうになる。

　唇と唇が触れ合うのは、一瞬だった。

　小鳥が挨拶するような可愛らしい触れ合いだった。
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　でも、そのあっさりとした一瞬のキスは、ものすごく特別で、ドキドキした。

（わ、わああっ！）

　キスしちゃった――藍衣は真っ赤になって頬を押さえた。

　きっと、嬉しくて、にやけちゃって変な顔になっている。

　紅雅はというと、生真面目な顔をしていた。

「キスしていいかって確認してからするべきだっただろうか。すまない」

「あっ。い、いえいえ！　あの、嬉しかったです！　嬉しい～っ！」

「そうか。俺も嬉しい……」

　紅雅がちょっと照れた感じで言うから、藍衣はきゅんとした。

（私の彼氏は、格好いいし、可愛い！）

　この人と一緒にいると、楽しくて、面白くて、癒されて、安心して、ときめいて――人生が変わった、という感じがする。すごい。人は、一緒にいる誰かにこんな風に影響を及ぼすことができるんだ。

　私も彼にとって、そんな存在でいられたらいいな。

「私、紅雅君が大好きです！」

　好きな気持ちをいっぱいに溢れさせて言うと、幸せが形になった気がした。






「藍衣。これから、ずっと一緒にいよう」

「うん、私も……一緒にいたい！」

　藍衣は少し照れながらも、はっきりと答えた。






　――コンコンコン。

　二人が見つめ合っていると、部屋のドアがノックされる。

「はい？」

　ドアを開けると、水色おじさんが正座していた。なんだか、とても気まずそうな、申し訳なさそうな……だけど、使命感みたいなもので強い意思を固めた感じの顔だった。

　大企業グループの総帥ならではの、「自分がいろんなものを背負うぞ」という覚悟みたいなものを感じさせる。

　このおじさんは、正座しているけど立派な人なんだ。そう思わせてくれる顔付きと、オーラだった。

　そんなイケおじオーラを纏い、水色おじさんは重々しく告げた。






「ルールを足そう。夜は二十時以降、お互いの部屋に入るのは禁止にするっ」

「えーっ！」

「若いカップルが二人きりだと、盛り上がっちゃうから。おじさん、まだ健全でいてほしいから。ねっ、ねっ！」

「父さん、うぜえ」






　この吉祥院家での新生活は、安全で楽しく過ごせそう！

　なんだか自分にとって都合がよすぎる現実で、びっくり――藍衣は幸せでいっぱいになりながら、広い自室で暖かで安全な夜を過ごしたのだった。

















11．黒猫と青年












　緑が濃く生い茂り、照りつける太陽とともに暑さが存在感を増して、人々が夏を意識し始めた頃。

　紅雅の配信チャンネルでは、限定メンバーを対象としたイベントが開かれた。

　紅雅からは応援してくれたメンバーたちへの感謝の気持ちをこめて。メンバーたちからはお祝いの気持ちをこめて。

　オフラインで保護猫カフェ『ゆめねこ』に集まり、謝恩会をすることになったのだ。

「ストーカー行為で捕まった奴が処罰されたし、それが抑止力になってやらかしをする奴は出ないと思う。でも、もしブレーキの壊れた奴がいたとしたら『集まるぞー』と言えば、ノコノコと釣られるだろうから、早めに捕まえてしまうのもいいかもしれないな」

　紅雅はそう言って、店の内外に制服姿や覆面の警備体制を敷いていた。

　保護猫カフェ『ゆめねこ』――最近、宣伝の効果も出始めて一般客で賑わうようになったこのカフェは、今日は特別に貸し切り。

　配信者の男女カップルが結ばれたことを祝うため、彼らを応援してきた視聴者たちが集まったのである。視聴者たちは、コメントするときに使っているハンドルネームの名札をつけていた。

　店内には広々とした座席スペースがあり、ところどころにキャットタワーやネコ用のおもちゃが配置されている。

　猫たちは視聴者たちの足元に近づいて、好奇心たっぷりの目で見上げて「可愛い～！」と喜ばせた。

「え、可愛い！　あの猫、丸まって寝てる……！」

「この子、めちゃくちゃ人懐っこいね。触ってもいいかな？」

　猫カフェと聞いてやってくるだけあって、みんな猫好きだ。

　匿名でやり取りしてきた視聴者同士は、配信の裏話や、カップルの思い出話に花を咲かせながら猫を抱っこしたり飲食を楽しんだりした。

「人間がいっぱいだぞ！」とびっくりした様子の子猫たちが、競うようにして物陰に走って隠れる。

　パパ猫はそんな子猫たちに「怯える必要はないぞ」と余裕を見せて、人間たちのもとに行ってはおやつを獲得していた。

「このカップル、見てると幸せになれるんだよね！」

「ほんと、それな！　配信でのイチャイチャを見てるだけで謎の癒され効果があるんだわ～」

「紅雅が格好いいのにダサくてさあ！」

「あはは！　本人がいるのに遠慮なく言えるのが紅雅のいいところだよね」

　藍衣は和やかな雰囲気にニコニコしながら、調理場で料理をした。手伝ってくれるのは、学校の友達である麻友だ。なんと彼女は、このイベントの前日に、「実は配信チャンネルでも限定メンバーだったんだ。名前はマユマユだよ」と教えてくれたのだった。

「麻友ちゃん。応援してくれてありがとう。これからも友達でいてね」

「もちろんだよ、藍衣ちゃん！」

「ところで麻友ちゃん、気になってたんだけど、窓際の席に先生がいるよね？」

「気にしちゃだめだと思うよ、藍衣ちゃん」

「う、うん」

　窓際のソファで、学校の先生が猫と戯れている。限定メンバーの名札をつけていて……そういえば「先生の推しに彼女ができました」って。あれって、もしかしなくても紅雅のことだったんだろうか。

　世間って狭い。藍衣はびっくりしながら料理をした。

　ふんわりと焼かれたパンケーキやカフェラテ、オリジナルの可愛い猫型クッキー。

　どんどん作って調理場のテーブルに置いていくと、紅雅が運んでくれる。最高のファンサービスだ。

「この猫型パンケーキ、ふわっふわで美味しい！　猫の顔の形してるのがまた可愛い～」

「このカフェラテ、猫のラテアートがすごい……飲むのもったいないよ」

　評判は上々だ。自信作だもの。

　料理の手を休める余裕ができて視聴者の様子を見に行き、にっこりしていると、黒猫のルーナがキャットタワーからストンと降りるのが見えた。

　珍しい。

　そう思っていると、ルーナはまっすぐに、ひとりの視聴者のもとへと近寄って行った。

「みゃあ」

「……！」

　カフェの中で、パーカーのフードを被り、その上からキャップを被って、色付きのサングラスとマスクとマフラーで変装している――土橋黄行先輩だ！

「あっ……」

　ぱちりと目が合って、藍衣はお辞儀をした。

　慌てた様子の土橋先輩の膝に、ルーナがぽんと前足を乗せ、「あたしを忘れたの」「あなた、最近いなかったわね」というように顔を覗き込んだ。

　……毎日お世話をしていたスタッフの土橋先輩のことを、覚えているのだ。

「あの。以前は、すみませんでした。改めて謝罪します」

　土橋先輩はそう言って変装を外し、頭を下げた。

「クレイパンマンさんだ」

　見ていると、麻友が名前を呼んでいる。

「藍衣ちゃん。この人ね、いつも紅雅君に的確なアドバイスしてる人だよー。映画館の見守り隊の仲間でもあるんだ」

「見守り隊？」

　彼は、紅雅の片想いを応援する限定メンバーの一員になっていたらしい。びっくりである。

「私、気にしてないです、もう。あれのおかげで今があるっていうか……しんどいときって、誰にでもあるって思うし。あの、ルーナは、先輩が好きなんです。もしよかったら、たまにでいいので、また遊びに来てください！」

　土橋先輩はルーナを優しく抱きしめて、「店の迷惑でなければ」と答えてくれた。






　そんな保護猫カフェに、店長は遅れてやってきた。

「はぁっ、はぁっ、もう始まってる？」

「あ、店長」

　急いでやってきた様子の顔は、汗ばんでいて、なんだかすごく嬉しそう――興奮している様子だ。

「赤ちゃんが生まれたんだ！　予定より早くて！　元気な女の子だったよ……！」

「ええっ!?　おめでとうございます！」

　お祝いムードでいっぱいの店内で、店長は土橋先輩を見つけて「おお！　君、また来てくれたのか。嬉しいよ！」と歓迎した。

　迷惑なんて、全然、誰も思わない。

　そんな空気が暖かくて、土橋先輩も嬉しそうに笑ってくれたので、藍衣は「よかった」と思った。






　大好きな人や、ちょっと揉めてしまった人。応援してくれていた人たち。

　いろんな人や猫たちと一緒に賑やかなお店の中にいる、自分。

　苦手だった人が喜ぶ姿に「よかった」と思える自分は、優しい生き物になれたみたい。






　思い出すのは、映画館で泣いている男の子と手を繋いだときの手の感触だった。






　ああ、私、追い詰められてどん底気分になっている人に、「大丈夫だよ」って言って手を差し伸べられるようなお仕事がしたいな。






　具体的な職業名まではパッと思いつかないけど、藍衣はなんとなく将来の方向性みたいなものが見つかった気がして、心の中でお母さんに喜びを報告した。

（お母さん。私、ひとりぼっちじゃなくなったの。それに、やりたいことも、見つかりそうだよ）






　人生は、これから。

　藍衣はそんな明るい思いで、その日一番の笑顔を弾けさせた。







了
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